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野
川
水
系
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谷
川
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発
電
所
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事
と
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は
じ
め
に

　

戦
前
の
日
本
で
、
多
く
の
朝
鮮
人
労
働
者
は
各
種
土
木
工
事
に
従
事
し
た
。
私
は
こ
の
間
、
三
信
鉄
道
工
事
（
長
野
県
）、
太
田
川
発

電
所
工
事
（
広
島
県
）、
富
士
川
水
系
笛
吹
川
改
修
工
事
（
山
梨
県
）、
木
曽
川
発
電
所
工
事
（
岐
阜
県
、
長
野
県
）、
小
牧
ダ
ム
建
設
工

事
（
富
山
県
）
を
取
り
上
げ
、
朝
鮮
人
労
働
者
の
労
働
と
生
活
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。1

今
回
は
新
た
な
事
例
研
究
と
し
て
、
吉

野
川
水
系
祖い

や谷
川
（
以
下
、
祖
谷
川
と
す
る
）
の
発
電
所
工
事
を
取
り
上
げ
る
。

　

吉
野
川
は
「
四
国
三
郎
」
と
よ
ば
れ
、
四
国
、
日
本
を
代
表
す
る
大
河
川
で
あ
る
。
初
期
に
発
電
所
工
事
が
集
中
し
た
の
は
、
徳
島
県
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の
山
岳
地
帯
に
あ
る
祖
谷
川
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
つ
の
電
力
会
社
（
四
国
水
力
電
気
、
祖
谷
川
水
力
電
気
）
に
よ
っ
て
、
四

つ
の
水
力
発
電
所
（
三
縄
発
電
所
、
祖
谷
発
電
所
、
出
合
発
電
所
、
一い

っ

宇ち
ゅ
う

発
電
所
）
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
工
事
に
は
多
数
の
労

働
者
（
日
本
人
、
朝
鮮
人
）
が
従
事
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
戦
前
に
お
け
る
徳
島
県
の
朝
鮮
人
に
関
す
る
研
究
は
な
い
。
ま
た
、
祖
谷
川
に
お
け
る
発
電
所
工
事
と
朝
鮮
人
労
働
者
の
関

係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
専
論
も
な
い
。
わ
ず
か
に
一
研
究
が
朝
鮮
人
労
働
者
の
存
在
を
証
言
か
ら
言
及
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。2

　

本
稿
で
こ
う
し
た
研
究
の
現
状
か
ら
、
次
の
四
点
に
焦
点
を
絞
っ
て
見
て
い
く
。
第
一
に
、
徳
島
県
へ
の
朝
鮮
人
の
流
入
と
定
着
化
過

程
を
概
略
的
に
把
握
す
る
。
第
二
に
、
祖
谷
川
に
お
け
る
水
力
発
電
所
工
事
の
事
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
い
ず
れ
も
中
小
発
電
所
だ
が
、

厳
し
い
地
形
の
た
め
工
事
は
困
難
を
伴
っ
た
。
第
三
に
、
祖
谷
川
で
四
国
水
力
電
気
が
進
め
た
一
宇
発
電
所
工
事
（
一
九
三
六
年
五
月
竣

工
）
の
全
体
像
と
労
働
者
の
存
在
の
解
明
で
あ
る
。
こ
の
発
電
所
に
つ
い
て
は
比
較
的
史
料
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
あ
る
程
度
の
復
元
が

可
能
で
あ
る
。
第
四
に
、
朝
鮮
人
労
働
者
と
の
関
連
で
、
同
時
期
に
実
施
さ
れ
た
国
鉄
土
讃
本
線
工
事
の
全
体
像
と
労
働
者
の
存
在
を
明

ら
か
に
す
る
。
こ
の
工
事
が
多
く
の
労
働
者
を
徳
島
県
に
誘
引
し
、
四
国
内
部
に
浸
透
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
に
関
し
て
は
、
企
業
者
で
あ
る
四
国
水
力
電
気
、
祖
谷
川
水
力
電
気
、
建
設
会
社
で
あ
る
飛
島
組
（
現
在
の
飛
島
建
設
）、
森
本

組
、
大
倉
土
木
（
現
在
の
大
成
建
設
）
に
ま
と
ま
っ
た
一
次
史
料
は
残
っ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
に
史
料
と
し
て
は
、『
徳
島
毎
日
新
聞
』

（
三
年
分
）3

と
、
各
企
業
の
社
史
、
県
市
町
村
史
を
中
心
に
使
用
す
る
。
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一
・
朝
鮮
人
の
徳
島
県
内
へ
の
流
入
と
定
着

（
１
）
内
務
省
統
計
資
料
の
分
析

　

こ
こ
で
は
内
務
省
警
保
局
が
作
成
し
た
統
計
資
料
を
使
用
す
る
。
こ
の
統
計
が
実
態
を
ど
こ
ま
で
正
確
に
反
映
し
て
い
る
か
は
疑
問
点

も
残
る
。
し
か
し
、
最
も
網
羅
的
、
か
つ
詳
細
な
た
め
、
こ
の
統
計
を
使
用
す
る
。

　

ま
ず
、
全
国
の
中
で
徳
島
県
の
朝
鮮
人
の
数
が
ど
の
程
度
な
の
か
見
て
み
る
。
一
九
三
一
年
を
基
準
に
す
る
。
同
年
一
二
月
末
時
点
で

四
七
都
道
府
県
中
、
朝
鮮
人
が
多
い
の
は
、
大
阪
（
二
二
万
四
七
四
九
名
）、
兵
庫
（
五
万
八
四
八
五
名
）、
愛
知
（
五
万
六
五
一
三
名
）、

東
京
（
五
万
四
七
七
六
名
）、
福
岡
（
四
万
六
三
四
七
名
）、
京
都
（
四
万
四
九
九
三
名
）、
山
口
（
三
万
一
五
二
〇
名
）
の
順
で
あ
る
。4

一
方
、
朝
鮮
人
が
少
な
い
の
は
、
沖
縄
（
七
七
名
）、
山
形
（
三
四
〇
名
）、
青
森
（
三
六
五
名
）、
秋
田
（
四
五
九
名
）、
宮
城
（
九
八
四

名
）、
栃
木
（
一
〇
四
六
名
）、
岩
手
（
一
一
五
七
名
）、
香
川
（
一
三
四
七
名
）、
茨
城
（
一
三
四
八
名
）、
鹿
児
島
（
一
三
五
二
名
）、
福

島
（
一
四
六
四
名
）、
鳥
取
（
一
五
〇
五
名
）、
高
知
（
一
七
二
七
名
）、
徳
島
（
一
七
二
九
名
）
の
順
で
あ
り
、
徳
島
は
一
四
位
と
な
る
。5

こ
の
中
に
は
四
国
四
県
の
内
で
三
県
が
含
ま
れ
て
お
り
、
四
国
は
極
め
て
朝
鮮
人
が
少
な
い
地
域
だ
っ
た
。

　

続
い
て
、
同
年
一
二
月
末
時
点
に
お
け
る
徳
島
県
の
朝
鮮
人
の
職
業
を
見
て
み
る
。
総
計
一
七
二
九
名
で
あ
り
、
多
い
順
に
、
土
木
建

設
業
（
土
工
夫
、
そ
の
他
）
五
七
七
名
（
三
三
・
四
％
）、
商
業
（
普
通
商
人
、
商
業
）
一
四
二
名
（
八
・
二
％
）、
そ
の
他
の
職
業
（
農
業
、

漁
業
、
繊
維
工
業
、
化
学
工
業
、
食
料
品
製
造
、
通
信
交
通
運
輸
業
、
沖
仕
業
、
接
客
業
者
、
そ
の
他
の
有
業
者
）
一
五
九
名
（
九
・
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二
％
）、
そ
の
他
の
労
働
者
一
一
五
名
（
六
・
七
％
）、
一
般
使
用
人
（
農
夫
、
漁
夫
、
家
事
及
び
そ
の
他
）
三
六
名
（
二
・
一
％
）、
無
職

七
〇
〇
名
（
四
〇
・
五
％
）
と
な
る
。6

土
木
建
設
業
の
比
重
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
有
業
者
全
体
の
五
九
・
五
％
を
占
め
て
い
る
。

　

朝
鮮
人
の
出
身
道
を
多
い
順
に
見
る
と
、
慶
尚
南
道
が
七
二
四
名
（
四
一
・
九
％
）、
慶
尚
北
道
が
四
二
三
名
（
二
四
・
五
％
）、
全
羅
南

道
が
一
九
二
名
（
一
一
・
一
％
）、
全
羅
北
道
が
一
三
五
名
（
七
・
八
％
）、
忠
清
南
道
が
一
二
九
名
（
七
・
五
％
）
で
あ
る
。
慶
尚
道
だ
け

で
六
六
・
四
％
を
占
め
て
い
る
。
教
育
程
度
は
「
文
盲
者
」
が
七
二
二
名
（
四
一
・
八
％
）、
小
学
校
程
度
が
六
八
五
名
（
三
九
・
六
％
）
で

あ
り
、
こ
の
両
者
だ
け
で
八
一
・
四
％
と
圧
倒
的
に
多
数
だ
っ
た
。
留
学
生
は
高
等
学
校
ま
た
は
専
門
学
校
程
度
が
一
名
で
あ
る
。
在
留

朝
鮮
人
主
要
団
体
は
共
産
主
義
系
、
社
会
民
主
主
義
系
、
国
家
主
義
系
、
無
政
府
主
義
系
、
民
族
主
義
系
の
い
ず
れ
も
な
く
、
後
述
す
る

融
和
団
体
（
会
員
五
〇
名
）
が
一
つ
だ
け
だ
っ
た
。
主
要
団
体
の
参
加
者
数
は
四
七
都
道
府
県
で
見
る
と
、
栃
木
（
一
三
名
）、
青
森

（
三
〇
名
）、
鹿
児
島
（
四
九
名
）
に
次
ぐ
低
水
準
だ
っ
た
。
ま
た
、
独
立
運
動
家
で
あ
る
「
特
別
要
視
察
人
甲
号
」
も
一
名
だ
け
だ
っ

た
。7

こ
の
よ
う
に
、
徳
島
県
の
朝
鮮
人
は
土
木
建
設
業
へ
の
従
事
者
が
多
く
、
教
育
程
度
は
低
く
、
各
種
団
体
加
盟
者
も
極
め
て
少
な

か
っ
た
。

　

表
１
は
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
四
二
年
に
至
る
徳
島
県
の
朝
鮮
人
の
数
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
い
く
つ
か
特
徴
的
な
こ
と
が
わ
か
る
。
第

一
に
、
朝
鮮
人
の
数
は
一
九
二
〇
年
の
四
四
名
か
ら
一
九
四
二
年
の
一
七
八
九
名
へ
と
、
二
〇
年
間
に
四
〇
・
七
倍
へ
大
き
く
増
加
し
て

い
る
。
こ
れ
は
全
国
的
な
傾
向
で
も
あ
る
が
、
朝
鮮
人
は
急
速
に
日
本
社
会
に
定
着
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。8

　

第
二
に
、
朝
鮮
人
の
増
加
に
は
二
つ
の
起
点
が
あ
り
、
一
九
二
一
年
か
ら
一
九
二
四
年
の
間
に
百
名
台
と
な
り
、
一
九
三
三
年
か
ら
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一
九
三
四
年
に
一
挙
に
千
名
台
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
一
九
二
〇
年
代
初
め
と
一
九
三
四
年
に
朝
鮮
人
を
徳
島

県
に
誘
引
す
る
大
き
な
契
機
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
述
す

る
よ
う
に
、
祖
谷
川
に
お
け
る
四
つ
の
発
電
所
工
事
は

一
九
一
一
年
か
ら
一
九
三
六
年
ま
で
、
国
鉄
土
讃
北
線
の
鉄
道

工
事
は
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
三
五
年
ま
で
各
々
続
い
て
い

る
。
こ
の
二
つ
の
工
事
と
一
定
の
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
推
察
す
る
。

　

第
三
に
、「
世
帯
を
持
た
ぬ
者
」、
つ
ま
り
単
身
者
の
数
が

「
九
〇
日
以
上
」、「
九
〇
日
未
満
」
の
居
住
者
を
問
わ
ず
、
大

き
な
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
身
者
に

と
っ
て
就
業
機
会
の
獲
得
と
喪
失
（
失
業
）
が
し
ば
し
ば
繰
り

返
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
第
四
に
、「
世
帯
を
有
す

る
者
」
に
着
目
す
る
と
、「
九
〇
日
以
上
同
一
市
町
村
に
居
住

す
る
者
」
の
「
家
族
持
世
帯
人
数
」
が
一
九
三
六
年
か
ら

表 1・徳島県内朝鮮人の人口数（1920 ～ 1942 年）
1920年
6月末
現在

1921年
6月末
現在

1924年
12月末
現在

1925年
6月末
現在

1926年
6月末
現在

1932年
12月末
現在

1933年
12月末
現在

1934年
12月末
現在

1936年
12月末
現在

1937年
12月末
現在

1938年
12月末
現在

1939年
12月末
現在

1940年
12月末
現在

1941年
12月末
現在

1942年
12月末
現在

90日以上
同一市町
村に居住
する者

世帯を
有する
者

家族持
世帯人数 583 944 1025 1039 1124 1230 1442

単身者 59 108 3 62 18 80 163

小計 31 45 24 62 68 383 764 814 642 1052 1028 1101 1142 1310 138

世帯を持たぬ者 16 23 62 133 329 141 523 316 320 187 128 74 150 113 1605

合計 47 68 86 195 397 524 1287 1130 962 1239 1156 1175 1292 1423 1743

同上
90日未満
の者

世帯を
有する
者

家族持
世帯人数 369 143 90 34 33 36 34

単身者 14 30 0 3 0 3 2

小計 384 173 90 37 33 39 36

世帯を持たぬ者 384 34 13 2 18 20 10

合計 0 0 67 234 67 109 1519 196 767 207 103 39 51 59 46

総計 44 32 153 429 467 633 633 1326 1729 1446 1259 1214 1343 1482 1789

内務省警保局「朝鮮人概況」、「在留朝鮮人ノ状況」、「在留朝鮮人運動」、内務省社会局「朝鮮人労働者に関する
状況」、朴慶植編『在日朝鮮人関係資料集成』全 5巻（三一書房、1975 ～ 1976 年）から作成。
表の作成方式は、金浩「山梨県における在日朝鮮人の形成状況」『在日朝鮮人史研究』11 号（1983 年 3 月）21
頁を踏襲した。
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一
九
四
二
年
ま
で
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、「
九
〇
日
未
満
同
一
市
町
村
に
居
住
す
る
者
」
の
そ
れ
は
同
期
間
に

三
六
九
名
か
ら
三
四
名
に
激
減
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
朝
鮮
人
の
所
帯
持
ち
が
増
え
、
そ
の
中
で
も
短
期
間
滞
在
家
族
が
激
減
し
た
た
め

と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
朝
鮮
人
に
関
す
る
主
な
事
項

　

一
九
三
二
年
（
月
は
不
明
）
に
板
野
郡
撫
養
町
里
浦
で
朝
鮮
人
土
工
の
乱
闘
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
れ
は
『
徳
島
県
警
察
史
』
が
昭
和

前
期
の
「
凶
悪
犯
罪
」
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
り
、
大
規
模
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。9

　

新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
四
年
九
月
末
時
点
で
、
徳
島
県
内
の
朝
鮮
人
は
男
性
一
一
〇
三
名
、
女
性
四
一
四
名
で
、
合
計

一
五
一
七
名
で
あ
る
。
昨
年
同
期
よ
り
四
七
四
名
も
増
加
し
て
い
る
。「
鉄
道
工
事
場
か
ら
水
力
発
電
所
工
事
の
人
夫
に
は
彼
ら
が
も
つ

と
も
利
用
さ
れ
て
居
る
」
と
い
い
、
朝
鮮
人
の
大
多
数
は
土
工
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
「
労
働
賃
金
安
の
関
係
か
ら
最
近
徳
島
県
内
へ

も
朝
鮮
人
が
夥
し
く
流
れ
込
ん
で
、
内
地
人
労
働
者
を
驚
異
せ
し
め
て
居
る
」
と
い
う
。10

こ
れ
は
表
１
の
同
年
の
数
よ
り
一
九
一
名
も

多
い
。

　

融
和
団
体
と
し
て
、
一
九
三
四
年
一
〇
月
に
金
亀
煥
、
金
保
顕
が
中
心
と
な
り
、
徳
島
内
鮮
親
睦
会
が
発
足
し
た
。
会
員
数
は
五
〇
名

で
あ
る
。11

同
年
一
〇
月
、
徳
島
市
の
前
川
座
に
八
〇
余
名
の
朝
鮮
人
が
集
ま
り
、
皇
室
中
心
主
義
の
下
に
日
本
人
と
朝
鮮
人
は
融
和
を
図

る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。12

同
年
一
〇
月
に
徳
島
市
の
事
務
所
に
一
五
名
が
集
ま
り
、
役
員
会
を
開
催
し
た
。13

　

一
九
三
六
年
六
月
に
内
務
官
僚
の
主
導
で
中
央
協
和
会
（
関
屋
貞
三
郎
理
事
長
）
が
樹
立
さ
れ
た
。
在
日
朝
鮮
人
を
抑
圧
・
統
制
す
る
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組
織
で
あ
る
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
同
年
一
一
月
に
徳
島
県
協
和
会
が
県
庁
社
会
課
内
に
設
立
さ
れ
、
警
察
署
管
区
単
位
に
一
三
支
会
を

設
け
た
。
同
月
、
愛
国
婦
人
会
館
で
発
会
式
が
行
わ
れ
、
九
〇
余
名
が
出
席
し
た
。
参
加
者
は
会
長
の
荒
木
知
事
、
副
会
長
の
塩
屋
学
務

部
長
・
池
田
警
察
部
長
、
長
谷
川
師
範
学
校
長
、
大
西
憲
兵
分
隊
長
な
ど
だ
っ
た
。14

一
九
四
三
年
時
点
に
お
け
る
徳
島
県
内
の
警
察
署

は
、
徳
島
（
徳
島
市
徳
島
町
）、
撫
養
（
板
野
郡
撫
養
町
）、
板
西
（
板
野
郡
板
西
町
）、
石
井
（
名
西
郡
石
井
町
）、
川
島
（
麻
植
郡
川
島

町
）、
市
場
（
阿
波
郡
市
場
町
）、
脇
町
（
美
馬
群
脇
町
）、
貞
光
（
美
馬
群
貞
光
町
）、
池
田
（
三
好
郡
池
田
町
）、
小
松
島
（
勝
浦
郡
小

松
島
町
）、
富
岡
（
那
賀
郡
富
岡
町
）、
鷲
敷
（
那
賀
郡
鷲
敷
町
）、
牟
岐
（
海
部
郡
牟
岐
町
）
の
一
三
カ
所
で
あ
る
。15

つ
ま
り
、
こ
の

一
三
地
域
全
て
に
朝
鮮
人
は
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

貞
光
支
会
は
一
九
四
〇
年
一
月
一
九
日
、
徳
島
支
会
は
一
月
二
三
日
、
富
岡
支
会
は
一
月
二
七
日
、
市
場
支
会
は
二
月
一
六
日
に
結
成

さ
れ
た
。16

徳
島
県
協
和
会
池
田
支
会
は
一
九
三
九
年
一
二
月
、
池
田
警
察
署
で
結
成
式
を
あ
げ
た
。
池
田
警
察
署
管
内
に
は
朝
鮮
人
が
約

七
〇
名
居
住
し
て
い
た
。
一
九
四
二
年
一
月
、
池
田
支
会
は
四
班
に
分
か
れ
、
長
瀬
製
材
所
、
丸
五
製
材
所
、
堀
部
製
材
所
、
吉
井
製
材

所
で
勤
労
動
員
を
行
い
、
報
酬
は
国
防
献
金
に
あ
て
た
。17

徳
島
支
会
で
は
一
九
四
一
年
一
一
月
、
指
導
者
講
習
会
を
行
い
、
婦
人
部
が
結

成
さ
れ
た
。18

　

一
九
三
九
年
九
月
か
ら
日
本
政
府
は
朝
鮮
人
強
制
連
行
を
開
始
し
た
。
徳
島
県
内
に
は
日
本
鉱
業
の
高
城
鉱
山
（
麻
植
郡
三
山
村
）
に

一
九
三
九
年
、
一
九
四
〇
年
に
合
計
一
一
〇
名
の
朝
鮮
人
の
動
員
が
承
認
さ
れ
た
。19

こ
れ
以
外
に
も
伊
予
川
発
電
所
工
事
（
一
九
四
二
年

着
工
）、
軍
工
事
等
へ
朝
鮮
人
は
動
員
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。20

7（　）

戦
前
の
吉
野
川
水
系
祖
谷
川
の
発
電
所
工
事
と
朝
鮮
人
労
働
者
︵
広
瀬
︶

一
〇
四
三



二
・
吉
野
川
水
系
祖
谷
川
の
水
力
発
電
所
工
事

（
１
）
吉
野
川
の
特
徴

　

吉
野
川
は
そ
の
源
を
高
知
県
土
佐
郡
の
瓶
ケ
森
（
一
八
九
七
ｍ
）
に
発
し
、
四
国
山
脈
に
沿
っ
て
東
に
流
れ
、
敷
岩
に
お
い
て
穴
内
川

を
合
わ
せ
て
北
に
向
き
を
か
え
て
四
国
山
脈
を
横
断
す
る
。
祖
谷
川
、
銅
山
川
な
ど
を
合
わ
せ
て
徳
島
県
池
田
に
お
い
て
再
び
東
に
向
か

い
、
岩
津
を
経
て
徳
島
平
野
に
出
て
大
小
の
支
川
を
合
わ
せ
な
が
ら
紀
伊
水
道
に
注
ぐ
。
そ
の
流
域
は
四
国
四
県
に
ま
た
が
り
、
面
積
は

三
六
五
〇
㎢
で
あ
り
、
幹
川
流
路
延
長
は
一
九
〇
ｋ
ｍ
に
達
す
る
。
古
来
よ
り
東
の
坂
東
太
郎
（
利
根
川
）、
西
の
筑
紫
次
郎
（
筑
後
川
）

と
と
も
に
「
四
国
三
郎
」
と
呼
ば
れ
、
単
に
四
国
第
一
の
河
川
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
全
国
的
に
見
て
も
有
数
の
大
河
川
と
し
て
知
ら

れ
て
き
た
。
支
流
と
し
て
は
、
祖
谷
川
、
銅
山
川
、
鮎
喰
川
、
穴
吹
川
、
貞
光
川
、
地
蔵
寺
川
、
川
田
川
、
飯
尾
川
な
ど
が
あ
る
。21

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
支
流
の
祖
谷
川
は
徳
島
県
の
最
高
峰
で
あ
る
剣
山
（
一
九
五
四
・
七
ｍ
）
を
源
と
し
、
三
好
郡
の
東
祖
谷
山
村
・

西
祖
谷
山
村
内
を
西
流
す
る
。
西
祖
谷
山
村
善
徳
付
近
で
北
に
転
じ
、
山
城
町
川
崎
で
吉
野
川
に
そ
そ
ぐ
。
延
長
五
三
・
八
ｋ
ｍ
、
流
域

総
面
積
約
三
七
〇
㎢
で
、
吉
野
川
の
支
流
の
中
で
は
最
大
規
模
の
河
川
で
あ
る
。
特
に
善
徳
―
川
崎
間
の
下
流
部
は
四
国
山
地
を
貫
く
横

谷
を
な
し
、
祖
谷
渓
と
呼
ば
れ
る
深
い
Ｖ
字
谷
を
形
成
す
る
。
流
域
に
平
地
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
縦
谷
部
で
は
多
く
は
地
滑
り
地
で
あ
る

山
腹
の
緩
斜
面
に
集
落
が
立
地
す
る
。
傾
斜
し
た
畑
地
で
は
葉
タ
バ
コ
・
ソ
バ
が
栽
培
さ
れ
る
。22
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（
２
）
徳
島
県
内
の
電
気
事
業
の
展
開

　

四
国
の
電
気
事
業
は
一
八
九
五
年
に
徳
島
市
の
徳
島
電
灯
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
多
く
の
電
力
会
社
が
生
ま
れ
て
、
統
合
を
繰
り
返

し
た
。
一
九
二
〇
年
代
中
期
に
な
る
と
、
徳
島
県
で
は
徳
島
水
力
電
気
、
香
川
県
で
は
四
国
水
力
電
気
、
高
知
県
で
は
土
佐
電
気
と
高
知

県
営
電
気
、
愛
媛
県
で
は
伊
予
電
気
の
五
大
電
力
が
成
立
し
た
。23

　

こ
こ
で
は
徳
島
県
内
の
電
気
事
業
の
展
開
を
見
て
み
よ
う
。
県
内
で
は
徳
島
水
力
電
気
と
四
国
水
力
電
気
の
競
合
が
続
い
た
。

一
九
一
〇
年
に
開
業
し
た
徳
島
水
力
電
気
（
武
智
正
次
郎
社
長
）
は
開
業
後
に
先
行
の
徳
島
電
灯
、
撫
養
電
気
を
合
併
し
た
。
さ
ら
に
、

徳
島
水
力
電
気
は
一
九
一
八
年
に
川
田
水
力
電
気
を
、
一
九
一
九
年
に
神
通
電
気
を
合
併
し
た
。
そ
の
後
、
淡
路
島
に
進
出
し
、
多
く
の

電
力
会
社
を
合
併
し
た
。
続
け
て
一
九
二
二
年
に
後
述
す
る
祖
谷
川
水
力
電
気
を
合
併
し
た
。
一
九
二
三
年
に
三
重
合
同
電
気
（
本
社
は

三
重
県
津
市
）
と
合
併
し
、
徳
島
水
力
電
気
は
三
重
合
同
電
気
の
徳
島
支
店
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
横
瀬
水
力
電
灯
、
佐
那
河
内
水
力
電

気
を
合
併
し
、
大
き
な
地
位
を
確
立
し
た
。
一
九
三
〇
年
に
合
同
電
気
徳
島
支
店
と
な
り
、
一
九
三
七
年
に
東
邦
電
力
と
合
併
し
、
東
邦

電
力
徳
島
支
店
と
な
っ
た
。24　

　

一
方
、
四
国
水
力
電
気
は
一
八
九
八
年
に
設
立
さ
れ
た
香
川
県
の
西
讃
電
燈
が
出
発
点
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
九
〇
〇
年
に
讃
岐
電
気
と

改
称
さ
れ
、
一
九
〇
三
年
に
開
業
し
て
西
讃
地
域
に
電
気
を
供
給
し
た
。
一
九
〇
七
年
に
景
山
甚
右
衛
門
（
一
八
五
五
〜
一
九
三
七
）
を

社
長
に
迎
え
た
後
、
急
速
に
発
展
し
た
。
景
山
は
多
津
銀
行
、
讃
岐
鉄
道
、
坂
出
紡
績
を
経
営
す
る
香
川
県
の
実
業
家
で
、
後
に
衆
議
院

議
員
も
務
め
た
。
景
山
社
長
は
水
力
発
電
に
着
目
し
、
調
査
の
末
に
後
述
す
る
徳
島
県
祖
谷
川
の
水
を
利
用
し
た
三
縄
発
電
所
を
建
設
し
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た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
高
松
市
を
含
む
県
下
一
円
に
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。
一
九
一
〇
年
に
名
古
屋
電
燈
取
締
役
の
福
沢
桃

介
（
一
八
六
八
〜
一
九
三
八
）
の
援
助
を
得
て
、
資
本
金
を
一
二
〇
万
円
に
増
資
す
る
と
と
も
に
、
社
名
を
四
国
水
力
電
気
と
改
称
し
た
。

一
九
一
一
年
に
福
沢
を
社
長
、
取
締
役
に
東
邦
電
力
社
長
の
松
永
安
左
衛
門
（
一
八
七
五
〜
一
九
七
一
）
を
迎
え
、
景
山
は
副
社
長
に
就

い
た
。
四
国
水
力
電
気
は
一
九
一
三
年
に
徳
島
県
西
部
に
電
力
供
給
を
行
っ
て
い
た
辻
町
水
力
電
気
を
合
併
し
た
。
さ
ら
に
同
年
に
東
讃

電
気
軌
道
が
持
っ
て
い
た
香
川
水
力
電
気
の
経
営
権
を
買
収
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
徳
島
県
三
好
郡
の
七
町
村
と
香
川
郡
の
九
町
村
を
営

業
区
域
に
加
え
た
。
一
九
二
四
年
一
二
月
に
景
山
は
社
長
を
退
任
し
、
第
三
代
社
長
に
取
締
役
の
寒
川
恒
貞
（
一
八
七
五
〜
一
九
四
五
）

が
就
任
し
た
。25

　

一
九
三
九
年
三
月
に
国
策
の
日
本
発
送
電
が
設
立
さ
れ
、
四
国
の
五
大
電
力
の
内
、
土
佐
電
気
を
除
く
四
事
業
者
（
東
邦
電
力
、
高
知

県
電
気
局
、
伊
予
鉄
道
電
気
、
四
国
水
力
電
気
）
な
ど
は
こ
れ
に
吸
収
・
合
併
さ
れ
た
。
日
本
発
送
電
は
そ
の
後
も
事
業
者
を
統
合
し
、

そ
の
結
果
、
四
国
に
お
け
る
電
気
事
業
は
四
国
中
央
電
力
（
後
の
住
友
共
同
電
力
）
と
美
馬
水
力
電
気
を
除
き
完
全
に
統
一
さ
れ
た
。
日

本
発
送
電
が
四
国
で
実
施
し
た
工
事
は
、
長
澤
貯
水
池
（
高
知
県
）、
津
賀
発
電
所
（
高
知
県
）、
小
村
発
電
所
（
高
知
県
）、
第
五
黒
川

発
電
所
（
高
知
県
）
で
あ
る
。26

徳
島
県
内
で
は
一
九
四
二
年
二
月
伊
予
川
開
発
（
美
馬
水
力
電
気
と
住
友
共
同
電
力
が
出
資
）
が
吉
野
川

水
系
伊
予
川
・
相
川
谷
に
伊
予
川
発
電
所
（
山
城
谷
村
）
工
事
を
開
始
し
た
が
、
後
に
中
止
と
な
っ
た
。27

（
３
）
初
期
の
水
力
発
電
所
工
事

　

図
１
は
こ
の
時
期
、
祖
谷
川
に
設
置
さ
れ
た
発
電
所
の
位
置
で
あ
る
。
上
流
か
ら
祖
谷
発
電
所
、
一
宇
発
電
所
、
三
縄
発
電
所
、
出
合
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発
電
所
と
な
る
。

①
三
縄
発
電
所
（
四
国
水
力
電
気
）

　

四
国
水
力
電
気
は
祖
谷
川
の
最
下
流
部
に
三
縄
発
電
所
工
事
を

計
画
し
た
。
こ
れ
は
三
好
郡
三
縄
村
大
字
松
尾
字
大
申
に
堤
高

一
三
ｍ
、
堤
長
七
〇
ｍ
の
堰
堤
を
築
い
て
祖
谷
川
の
水
を
せ
き
止

め
、
こ
の
水
を
約
一
七
〇
〇
ｍ
の
送
水
ト
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
、
直

径
二
ｍ
、
長
さ
五
〇
ｍ
の
鉄
管
四
列
に
よ
っ
て
三
縄
発
電
所
（
三

好
郡
三
縄
村
大
字
大
利
字
日
浦
）
に
落
と
し
、
二
千
ｋ
Ｗ
を
得
る

も
の
だ
っ
た
。
総
工
費
は
七
七
万
円
で
あ
る
。
電
力
は
徳
島
、
香

川
二
県
に
送
電
し
た
。28

　

工
事
は
一
九
一
一
年
五
月
に
起
工
し
、
一
年
二
ヶ
月
後
の

一
九
一
二
年
七
月
に
竣
工
し
、
同
年
一
一
月
一
般
に
供
給
を
開
始

し
た
。
工
事
に
つ
い
て
、
社
史
は
「
起
工
以
来
数
回
の
洪
水
に
見

舞
わ
れ
た
る
外
種
々
の
困
難
に
逢
ひ
尋
常
な
ら
さ
る
辛
苦
を
嘗

め
」
た
と
記
録
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。29

工
事
に
は
技
術
顧
問
と

図 1・吉野川水系祖谷川の発電所（1961 年 4月現在）

四国電力 10 年史編纂委員会編『四国電力 10 年のあゆみ』（同社、1961 年）「送電系統図」。
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し
て
寒
川
恒
貞
（
後
に
四
国
水
力
電
気
社
長
）
が
参
加
し
た
。30

た
だ
、
社
史
に
は
工
事
を
施
工
し
た
会
社
名
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
、
直
営
で
施
工
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
時
期
的
に
「
韓
国
併
合
」
の
翌
年
で
あ
り
、
朝
鮮
人
労
働
者
が
工
事
に
従
事
し

た
可
能
性
は
低
い
と
み
る
。

②
祖
谷
発
電
所
（
祖
谷
川
水
力
電
気
）

　

一
九
二
〇
年
三
月
に
高
知
県
出
身
の
松
村
覚
次
が
中
心
と
な
り
、
祖
谷
川
水
力
電
気
（
資
本
金
百
万
円
）
が
発
足
し
た
。
社
長
は
宇
田

友
三
郎
、
常
務
は
吉
本
彦
次
、
取
締
役
は
松
村
、
川
崎
幾
三
郎
、
野
中
幸
衛
門
、
監
査
役
が
中
川
喜
義
だ
っ
た
。
い
ず
れ
も
高
知
県
実
業

界
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
祖
谷
川
水
力
電
気
は
三
縄
発
電
所
の
上
流
部
に
祖
谷
発
電
所
工
事
を
着
手
し
た
。
祖
谷
発
電
所
建
設
事
務
所

（
東
祖
谷
山
村
若
林
）
を
置
き
、
初
代
所
長
に
小
田
林
（
元
内
務
省
吉
野
川
改
修
工
事
事
務
所
技
師
）、
二
代
目
に
西
川
寿
恵
吉
（
元
高
知

県
土
木
課
長
）
が
就
任
し
た
。31

　

工
事
は
祖
谷
川
本
流
の
菅
生
と
切
谷
に
堰
堤
を
設
け
、
こ
こ
か
ら
鉄
管
、
暗
渠
、
明
渠
に
よ
っ
て
左
岸
沿
い
に
若
林
発
電
所
へ
送
水
す

る
も
の
で
あ
る
。
出
力
は
祖
谷
川
系
が
五
千
ｋ
Ｗ
、
支
流
の
谷
道
川
系
が
千
ｋ
Ｗ
で
あ
る
。
電
力
は
高
知
県
に
送
電
し
た
。32

工
事
に
先
立

ち
、
宇
田
社
長
は
松
村
取
締
役
に
対
し
て
用
地
買
収
費
と
し
て
四
万
五
千
円
を
出
し
た
。33

　

工
事
は
一
九
二
一
年
四
月
に
着
工
し
、
一
年
後
の
一
九
二
二
年
四
月
に
竣
工
し
た
。
着
工
直
後
に
隧
道
工
事
を
請
け
負
っ
た
熊
谷
組
は

い
ろ
い
ろ
な
事
情
か
ら
途
中
で
投
げ
出
し
た
。
そ
の
後
、
全
体
の
工
事
は
飛
島
組
、
森
本
組
が
受
注
し
た
。
労
働
者
は
延
二
四
万
五
千

名
、
セ
メ
ン
ト
五
千
ト
ン
、
鉄
類
六
九
三
ト
ン
、
木
材
一
万
九
千
石
（
約
五
七
〇
〇
㎥
）、
工
事
費
は
五
〇
九
万
五
千
円
だ
っ
た
。34
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祖
谷
川
水
力
電
気
の
関
係
者
（
社
員
、
労
働
者
）
は
ほ
と
ん
ど
高
知
県
人
だ
っ
た
。
国
鉄
土
讃
本
線
は
ま
だ
開
通
し
て
い
な
い
の
で
、

高
知
・
池
田
間
は
定
期
乗
合
自
動
車
、
池
田
か
ら
若
林
ま
で
は
人
力
車
を
用
い
た
。
労
働
者
も
高
知
県
人
が
多
く
、
大
栃
ま
で
自
動
車
、

そ
こ
か
ら
徒
歩
で
若
林
に
向
っ
た
。
徒
歩
行
程
は
約
二
〇
ｋ
ｍ
だ
っ
た
。35

　

飛
島
組
と
森
本
組
の
担
当
区
域
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
飛
島
組
は
福
井
出
身
の
飛
島
文
次
郎
（
一
八
五
〇
〜
一
九
二
九
）
が
一
八
八
三

年
に
創
業
し
、
飛
島
文
吉
（
一
八
七
六
〜
一
九
三
九
）
が
一
九
一
六
年
に
株
式
会
社
へ
改
編
し
た
。36

飛
島
組
の
社
史
で
こ
の
工
事
に
つ
い

て
な
に
も
記
述
し
て
い
な
い
。
た
だ
こ
の
次
に
着
工
さ
れ
た
出
合
発
電
所
（
四
国
水
力
電
気
）
は
井
伊
与
三
五
郎
（
一
八
六
三
〜

一
九
四
二
）
部
長
が
担
当
し
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
こ
も
井
伊
部
長
の
施
工
部
隊
が
現
場
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

森
本
組
は
一
八
九
〇
年
に
奈
良
県
出
身
の
森
本
千
吉
（
一
八
六
四
〜
一
九
三
七
）
が
創
業
し
、
大
阪
市
に
本
店
を
構
え
た
。
社
史
で
は

こ
の
工
事
を
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。「
工
事
現
場
と
な
っ
た
東
祖
谷
村
落
合
は
、「
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
」
で
有
名
な
秘
境
・
祖
谷
渓

か
ら
さ
ら
に
20
ｋ
ｍ
あ
ま
り
も
祖
谷
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
現
場
に
赴
任
し
て
い
た
あ
る
組
員
に
よ
る
と
、
大
阪
か
ら
船
で
小

松
島
へ
渡
り
、
汽
車
で
池
田
ま
で
行
き
、
さ
ら
に
人
力
車
で
祖
谷
へ
到
達
し
た
と
い
う
。（
中
略
）
こ
の
現
場
で
当
初
主
任
を
務
め
た
松

村
力
蔵
は
、
工
事
途
中
で
病
を
得
て
帰
阪
、
入
院
。
闘
病
の
甲
斐
な
く
、〔
大
正
〕
15
年
に
亡
く
な
っ
た
」。37

森
本
組
は
大
阪
か
ら
船
で
小

松
島
へ
行
き
、
鉄
道
で
徳
島
か
ら
池
田
に
向
い
、
こ
こ
か
ら
人
力
車
で
現
場
に
向
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

松
村
は
こ
の
工
事
の
前
に
一
九
一
九
年
一
月
か
ら
一
九
二
〇
年
一
二
月
ま
で
、「
東
海
道
本
線
芦
屋
東
灘
間
複
線
工
事
」（
請
負
金
額

六
五
万
円
）
の
主
任
を
務
め
て
お
り
、
配
下
は
作
花
岩
五
郎
、
清
原
善
三
郎
、
和
田
定
蔵
だ
っ
た
。38

お
そ
ら
く
村
松
は
こ
れ
ら
の
施
工
部

13（　）

戦
前
の
吉
野
川
水
系
祖
谷
川
の
発
電
所
工
事
と
朝
鮮
人
労
働
者
︵
広
瀬
︶

一
〇
四
九



隊
を
つ
れ
て
、
祖
谷
の
現
場
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
九
二
一
年
九
月
、
現
場
の
東
祖
谷
山
村
巡
査
部
長
派
出
所
に
警
官
と
し
て
入
っ
た
二
六
歳
の
岡
田
亀
太
郎
（
後
に
小
松
島
警
察
署

長
）
は
八
〇
歳
に
な
っ
て
工
事
を
振
り
か
え
り
、
現
場
の
様
子
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
祖
谷
発
電
所
工
事
を
担
当
し
た
建
設
会
社
の
雰

囲
気
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
ず
、
関
連
者
た
ち
の
特
異
な
横
顔
で
あ
る
。「
東
祖
谷
山
村
字
若
林
に
、
祖
谷
水
力
発
電
工
事
が
真
最
中
で
、

多
く
の
人
夫
が
入
込
ん
で
い
て
、
い
つ
暴
力
沙
汰
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
」
状
況
だ
っ
た
。「
発
電
所
所
長
は
西
川
寿
恵
吉
、
元
高
知

県
安
芸
郡
長
で
あ
っ
た
人
、
事
務
員
に
横
山
春
茂
が
い
た
。
松
村
〔
覚
次
〕
重
役
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
工
事
の
総
請
負
者
は
水
力

電
気
工
事
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
飛
島
組
で
あ
っ
た
。
飛
島
組
の
責
任
者
名
は
忘
れ
た
が
、
五
十
過
ぎ
の
物
わ
か
り
の
良
さ
そ
う
な
人
で

あ
っ
た
。
そ
の
人
か
ら
「
モ
ッ
コ
憲
法
」
の
説
明
を
興
味
深
く
聞
い
た
。
中
間
請
負
に
宮
本
組
が
い
た
。
そ
の
下
に
内
藤
組
な
ど
多
く
の

飯
場
が
あ
り
、
人
夫
は
数
百
も
い
た
と
思
う
。
人
夫
頭
の
中
に
は
、
嘗
っ
て
刃
物
で
腹
を
刺
さ
れ
た
も
の
か
、
大
き
な
創
あ
と
か
ら
拳
大

の
腸
が
出
て
い
る
も
の
、
背
中
や
腕
に
刺
青
を
し
て
い
る
者
は
ザ
ラ
で
あ
っ
て
、
し
か
も
こ
れ
を
誇
ら
し
げ
に
あ
ら
わ
し
て
往
来
す
る
の

で
あ
る
。
小
さ
い
暴
力
沙
汰
は
日
常
茶
飯
事
、
さ
す
が
に
少
々
の
こ
と
は
警
察
に
届
け
て
こ
な
い
。
こ
れ
が
「
モ
ッ
コ
憲
法
」
何
条
か
に

あ
る
も
の
と
み
え
る
」。39

　

ま
た
、
岡
田
は
賃
金
を
め
ぐ
る
現
場
の
混
乱
も
具
体
的
に
記
録
し
て
い
る
。「
彼
〔
岡
田
〕
は
あ
る
一
日
不
穏
な
聞
き
込
み
を
し
た
。

そ
れ
は
中
間
請
負
の
宮
本
組
（
代
表
者
宮
本
静
）
が
、
飛
島
組
か
ら
請
負
金
（
中
間
払
）
を
受
取
っ
て
下
部
の
請
負
人
に
支
払
わ
な
い
の

で
、
一
般
人
夫
が
明
日
か
ら
食
う
米
が
な
い
始
末
で
、
宮
本
組
を
や
っ
つ
け
ろ
、
勿
論
工
事
を
中
止
す
る
と
意
気
ま
き
、
暴
動
で
も
起
こ
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り
そ
う
な
気
配
が
あ
っ
た
。
彼
〔
岡
田
〕
は
飛
島
組
代
表
に
か
け
合
っ
た
が
、
出
来
高
に
よ
り
約
束
通
り
に
支
払
っ
て
あ
る
か
ら
、
一
切

金
は
出
せ
な
い
と
拒
否
し
続
け
た
」。
こ
の
後
、
岡
田
の
立
ち
合
い
の
下
、
宮
本
組
長
と
そ
の
下
部
の
親
方
一
〇
名
が
談
判
を
し
た
。
こ

の
席
上
か
ら
宮
本
組
長
が
密
か
に
逃
亡
す
る
事
態
が
発
生
し
た
。40

飛
島
組
、
配
下
の
宮
本
組
、
さ
ら
に
は
そ
の
下
部
の
親
方
一
〇
名
の
関

係
が
よ
く
わ
か
る
。

　

飛
島
組
が
朝
鮮
人
労
働
者
を
集
団
で
導
入
し
た
の
は
、
木
曽
川
水
系
木
曽
川
の
大
桑
発
電
所
工
事
（
一
九
一
九
年
四
月
着
工
）
か
ら
で

あ
る
。41

こ
の
た
め
、
こ
の
工
事
現
場
に
も
朝
鮮
人
が
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
明
確
な
史
料
が
な
い
。

　

事
故
に
つ
い
て
、
一
書
は
次
の
よ
う
に
い
う
。「
現
場
で
岩
石
が
落
下
し
て
数
人
が
重
傷
を
負
い
、
徹
夜
で
祖
谷
街
道
を
か
つ
ぎ
出
し

た
が
、
連
続
す
る
松
明
の
光
に
驚
い
た
か
祖
谷
川
の
対
岸
で
し
き
り
に
サ
ル
が
鳴
き
、
負
傷
者
は
天
明
と
と
も
に
池
田
町
の
北
条
病
院
で

応
急
手
当
て
を
加
え
徳
島
市
の
若
林
病
院
に
入
院
さ
せ
た
」。42

負
傷
者
は
現
場
か
ら
祖
谷
街
道
を
通
っ
て
、
池
田
町
の
病
院
ま
で
移
送
し

た
の
で
あ
る
。

③
出
合
発
電
所
（
四
国
水
力
電
気
）

　

一
九
二
四
年
一
二
月
に
寒
川
恒
貞
が
四
国
水
力
電
気
の
社
長
に
就
任
す
る
と
、
当
初
計
画
し
て
い
た
吉
野
川
水
系
松
尾
川
の
発
電
所
工

事
は
中
止
し
、
祖
谷
川
の
出
合
発
電
所
工
事
に
着
手
し
た
。
こ
れ
は
三
縄
発
電
所
の
上
流
部
で
あ
る
。
工
事
は
一
九
二
五
年
四
月
か
ら

一
九
二
六
年
九
月
ま
で
一
年
半
で
あ
る
。
電
気
工
事
は
直
営
と
し
、
土
木
工
事
は
飛
島
組
、
送
電
線
路
工
事
は
正
興
商
会
、
日
本
電
気
工

業
商
会
が
担
当
し
た
。43

工
事
費
は
三
五
三
万
七
千
円
で
、
延
労
働
者
数
は
三
五
万
五
〇
〇
名
で
あ
る
。44
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工
事
は
西
祖
谷
山
村
善
徳
に
堰
堤
を
築
い
て
祖
谷
川
を
堰
き
止
め
、
隧
道
四
千
ｍ
を
通
し
て
松
尾
川
と
の
合
流
点
で
あ
る
「
出
合
」
に

建
設
す
る
出
合
発
電
所
（
三
好
郡
三
縄
村
大
字
大
利
字
カ
ケ
ヤ
ブ
）
に
導
水
す
る
。
落
差
一
二
三
ｍ
を
も
っ
て
、
出
力
六
〇
八
〇
ｋ
Ｗ
を

得
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
と
し
て
は
四
国
最
大
の
発
電
所
工
事
だ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
九
月
に
発
電
機
（
一
号
、
二
号
）
の
運
転
を
開
始

し
た
。
一
九
三
四
年
三
月
に
第
三
号
機
の
運
転
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
最
大
出
力
九
千
ｋ
Ｗ
に
増
加
し
た
。45

　

飛
島
組
で
は
祖
谷
発
電
所
工
事
に
続
き
、
井
伊
与
三
五
郎
部
長
が
担
当
し
た
。46

井
伊
は
福
井
県
吉
田
郡
出
身
で
、
一
九
一
三
年
に
越
前

電
鉄
工
事
（
京
都
電
燈
）
か
ら
飛
島
組
に
参
加
し
た
。
一
九
一
六
年
九
月
第
一
次
飛
島
組
結
成
時
に
取
締
役
と
な
り
、
一
九
三
〇
年
ま
で

役
員
と
し
て
在
任
し
、
近
畿
・
四
国
・
九
州
方
面
の
工
事
を
担
当
し
た
。47

飛
島
組
の
請
負
金
額
は
一
六
六
万
四
千
円
で
あ
る
。
飛
島
組
の

社
史
は
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
ず
、「
四
国
の
電
源
は
そ
の
後
続
々
開
発
さ
れ
た
が
、
当
時
に
お
い
て
は
四
国
随
一
の
規
模

の
発
電
所
」48

と
だ
け
記
録
し
て
い
る
。

　

飛
島
組
は
一
九
二
五
年
三
月
か
ら
工
事
に
着
手
し
た
。
す
で
に
飛
島
組
の
関
係
者
三
〇
名
が
工
事
出
張
所
に
集
ま
り
、「
工
夫
其
他
人

夫
等
五
百
名
程
入
り
込
み
」、
工
事
に
は
一
日
一
五
〇
〇
名
の
工
夫
が
必
要
だ
と
、『
徳
島
毎
日
新
聞
』
は
報
道
し
た
。49

ま
た
、『
池
田
町

史
』
に
は
、「
工
事
中
出
合
に
は
河
原
か
ら
山
間
ま
で
至
る
所
に
飯
場
が
建
ち
、
工
夫
は
五
〇
〇
人
に
上
っ
た
と
い
う
」50

と
の
記
録
が
あ

る
。
こ
の
労
働
者
の
中
の
朝
鮮
人
が
い
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
飛
島
組
の
井
伊
部
長
下
の
施
工
部
隊
が
同
じ
地
域

で
工
事
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
、
一
九
二
五
年
の
工
事
着
工
と
二
つ
の
点
を
考
え
る
と
、
朝
鮮
人
労
働
者
が
い
た
可
能
性
が
大
き
い
。

　

四
国
電
力
の
社
員
で
あ
る
阿
部
某
は
西
祖
谷
村
の
用
地
を
買
収
・
使
用
す
る
に
あ
た
り
、
同
村
の
一
宇
・
一
宇
枝
・
田
ノ
内
に
は
特
に
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点
燈
料
を
減
額
す
る
旨
を
声
明
し
、
住
民
の
歓
心
と
援
助
を
求
め
た
。
ま
た
、
工
事
の
途
中
、
三
縄
村
の
「
重
兵
衛
ず
り
」
付
近
の
隧
道

内
か
ら
温
泉
が
湧
出
し
て
、
世
人
を
驚
か
せ
た
。51

工
事
に
伴
い
多
数
の
社
員
・
労
働
者
が
続
々
現
地
出
合
に
集
合
し
て
、
工
事
に
従
事
し

た
の
で
池
田
町
と
の
往
来
は
特
に
頻
繁
に
な
っ
た
。
こ
の
状
況
に
即
し
て
池
田
町
の
山
川
隆
資
は
一
九
二
五
年
に
株
式
会
社
を
組
織
し
て

自
動
車
を
買
い
入
れ
、
自
ら
運
転
手
と
な
っ
て
乗
合
自
動
車
の
営
業
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
利
用
者
は
意
外
に
多
く
、
多
大
の
利
益
を
収

め
た
。52

三
・
一
宇
発
電
所
工
事
（
四
国
水
電
）
の
全
体
像

（
１
）
一
宇
発
電
所
工
事
の
展
開

　

四
国
水
電
は
出
合
発
電
所
工
事
が
竣
工
す
る
と
、
続
い
て
祖
谷
川
の
最
上
流
部
で
あ
る
一
宇
発
電
所
工
事
に
の
り
だ
し
た
。
計
画
は
西

祖
谷
山
村
の
栗
寄
に
堰
堤
（
堤
高
一
一
・
五
ｍ
、
堤
長
五
〇
・
八
五
ｍ
）
を
設
け
、
祖
谷
川
右
岸
に
取
水
口
を
作
り
、
延
長
三
五
六
四
・
八

ｍ
の
隧
道
を
通
し
て
有
効
落
差
一
〇
六
・
四
ｍ
を
得
て
、
一
五
七
・
七
ｍ
の
水
圧
鉄
管
二
条
で
一
宇
発
電
所
（
落
シ
倉
）
に
導
く
。
最
大
出

力
は
八
千
ｋ
Ｗ
で
あ
る
。
工
事
は
一
九
三
三
年
六
月
に
起
工
し
、
三
年
後
の
一
九
三
六
年
五
月
に
竣
工
し
た
。
工
事
費
は

二
九
八
万
一
〇
〇
〇
円
で
、
労
働
者
の
延
人
員
は
三
〇
万
人
で
あ
る
。53

　

工
事
は
大
倉
土
木
が
特
命
で
受
注
し
た
。
大
倉
土
木
（
現
在
の
大
成
建
設
）
は
大
倉
喜
八
郎
（
一
八
三
七
〜
一
九
二
八
）
が
一
八
八
七
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年
に
設
立
し
た
、
日
本
初
の
法
人
建
設
会
社
で
あ
る
日
本
土
木
会
社
が
起
点
と
な
る
。
こ
れ
が
一
八
九
三
年
に
大
倉
土
木
組
、
一
九
一
一

年
に
大
倉
組
土
木
部
と
な
り
、
一
九
一
七
年
に
大
倉
土
木
が
成
立
し
た
。
一
九
二
四
年
か
ら
門
野
重
九
郎
（
一
八
六
七
〜
一
九
五
八
）
が

会
長
と
な
り
、
横
山
信
毅
（
一
八
七
五
〜
一
九
三
三
）
専
務
取
締
と
共
に
指
導
部
を
形
成
し
た
。54

　

四
国
水
力
電
気
の
西
祖
谷
土
木
建
築
事
務
所
所
長
は
村
井
茂
主
任
で
あ
る
。
以
下
、
淵
野
技
師
長
、
中
山
内
務
技
師
、
山
岡
逓
信
技

師
、
大
野
技
師
、
倉
重
顧
問
、
中
野
当
社
員
、
小
泉
技
手
、
宮
原
技
手
、
藤
田
技
手
、
細
井
技
師
補
の
一
一
名
が
担
当
し
た
。
大
倉
組
は

美
馬
郡
西
祖
谷
山
村
一
宇
に
作
業
所
を
置
い
た
。
大
倉
組
の
社
員
は
、
所
長
が
望
月
章
で
、
草
下
、
池
野
、
石
田
、
本
田
、
橋
本
、
中

野
、
田
島
、
渡
辺
の
計
九
名
で
あ
る
。55

大
倉
組
の
配
下
の
氏
名
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

工
事
用
地
の
買
収
を
め
ぐ
っ
て
、
四
国
水
力
電
気
と
住
民
の
間
で
対
立
が
生
じ
た
。
技
師
の
藤
田
一
行
は
若
宮
谷
の
予
定
地
で
測
量
を

開
始
し
た
。
す
る
と
鎌
や
柄
鎌
を
持
ち
、
後
鉢
巻
を
締
め
た
十
数
名
の
若
者
が
一
団
と
な
っ
て
登
場
し
、「
ヒ
ト
の
土
地
に
は
い
る
な
」、

「
オ
ラ
ン
ク
の
土
地
を
ハ
カ
る
な
」、「
グ
ゾ
グ
ズ
す
る
と
切
り
殺
す
ぞ
」
と
罵
声
を
浴
び
せ
か
け
た
。
一
宇
の
有
力
者
で
あ
る
横
川
篤
一

が
仲
介
に
入
り
、
一
件
は
落
着
し
た
。56

　

一
九
三
四
年
五
月
、
内
務
省
の
野
口
水
力
課
長
一
行
と
徳
島
県
の
菅
土
木
課
長
、
中
山
技
師
は
現
場
を
視
察
し
た
。
野
口
水
力
課
長
ら

は
堰
堤
の
地
盤
が
軟
弱
だ
と
指
摘
し
て
、
菅
土
木
課
長
、
中
山
技
師
と
議
論
を
交
わ
し
た
。57

同
年
六
月
、
内
務
省
の
中
島
技
師
、
山
岡
技

師
が
堰
堤
工
事
中
の
若
宮
谷
を
検
査
・
監
督
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
徳
島
県
の
中
山
技
師
が
現
地
を
案
内
し
た
。58

工
事
で
は
工
事
用
地

の
土
地
収
用
法
適
用
を
巡
っ
て
、
間
宮
儀
一
（
三
好
郡
池
田
町
）
か
ら
提
訴
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
裁
判
が
行
わ
れ
て
お
り
、
一
九
三
四
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年
一
二
月
に
東
京
行
政
裁
判
所
で
第
三
回
口
頭
審
問
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。59

　

大
倉
土
木
の
社
史
で
は
、
工
事
の
状
況
に
つ
い
て
「
天
災
と
物
価
や
賃
金
の
上
昇
に
伴
う
損
失
や
、
岩
質
が
悪
い
た
め
の
幾
多
の
困
難

が
あ
っ
た
が
、
無
事
完
成
し
た
」60

と
簡
単
に
書
い
て
あ
る
。
だ
が
工
事
竣
工
後
に
大
倉
土
木
が
刊
行
し
た
竣
工
記
念
写
真
帳
で
は
、
よ
り

詳
細
に
工
事
の
困
難
を
ふ
り
返
っ
て
い
る
。「
満
三
年
間
工
事
従
業
員
ノ
具
サ
ニ
嘗
メ
タ
辛
酸
ハ
筆
紙
ノ
ヨ
ク
盡
ス
所
デ
ナ
イ
。
難
工
事

ニ
モ
種
々
ア
ル
、
物
価
労
銀
ノ
騰
貴
ニ
ヨ
ル
損
失
、
天
災
ニ
依
ル
不
慮
ノ
厄
禍
、
文
化
ノ
未
開
、
地
勢
交
通
ノ
不
便
ニ
依
ル
作
業
上
ノ
困

難
、
掘
鑿
岩
質
ノ
予
想
ト
著
シ
ク
反
セ
ル
為
採
算
上
ノ
蹉
跌
等
。
凡
ソ
此
等
ノ
何
レ
ヲ
モ
具
備
シ
タ
ル
モ
ノ
ガ
本
工
事
デ
ア
ツ
タ
ト
イ
フ

モ
過
言
デ
ナ
イ
」。61

一
般
的
な
難
工
事
に
加
え
、
急
峻
な
山
岳
地
帯
で
あ
る
た
め
「
文
化
ノ
未
開
、
地
勢
交
通
ノ
不
便
ニ
依
ル
作
業
上
ノ

困
難
」
が
さ
ら
に
工
事
を
困
難
に
し
た
。

　

一
九
三
六
年
六
月
三
日
午
前
九
時
か
ら
一
宇
発
電
所
の
落
成
式
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
、
真
屋
徳
島
県
知
事
代
理
、
徳
島
県
の
岡
本

技
師
、
五
島
技
師
、
福
家
工
事
監
督
補
、
赤
川
県
会
議
員
、
池
田
警
察
署
長
、
板
野
工
区
長
、
松
永
池
田
町
長
、
堀
川
西
祖
谷
村
長
、
大

倉
土
木
の
池
野
敏
夫
常
務
、
四
国
電
力
の
田
中
常
務
、
淵
野
技
師
長
等
の
一
五
〇
名
で
あ
る
。62

（
２
）
工
事
現
場
と
労
働
者

　
『
徳
島
毎
日
新
聞
』
に
は
労
働
者
に
つ
い
て
六
件
の
記
事
が
あ
る
。
工
事
中
の
事
故
が
五
件
、
現
場
か
ら
の
逃
亡
が
一
件
で
あ
る
。
こ

の
記
事
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
人
労
働
者
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。

①　

 

一
九
三
三
年
一
〇
月
五
日
午
前
八
時
頃
、
川
床
変
更
工
事
中
に
隧
道
が
崩
壊
し
、
六
名
が
生
き
埋
め
に
な
っ
た
。
六
名
は
西
祖
谷
の
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岡
崎
明
（
二
一
歳
）、
宮
地
勝
義
（
四
〇
歳
）、
三
好
郡
三
縄
村
の
中
川
忠
一
（
一
八
歳
）、
岡
山
県
の
東
文
太
郎
（
四
四
歳
）、
秋
田

県
の
後
藤
義
太
郎
、
朝
鮮
人
の
田
村
今
賢
こ
と
鄭
英
賢
（
三
四
歳
）
で
あ
る
。
宮
地
は
飛
び
出
し
て
無
事
で
、
田
村
、
後
藤
は
救
出

さ
れ
た
。
し
か
し
、
岡
崎
、
中
川
、
東
の
三
名
は
死
亡
し
た
。
岡
崎
は
今
年
が
適
齢
で
騎
兵
と
し
て
入
隊
す
る
予
定
だ
っ
た
。
こ
れ

は
工
事
開
始
後
初
の
事
故
で
あ
り
、
一
時
は
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。63

②　

 

一
九
三
三
年
一
〇
月
一
七
日
午
後
六
時
、
美
馬
郡
西
祖
谷
山
村
の
梅
本
信
市
（
二
二
歳
）
が
突
然
爆
発
し
た
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
た
め

に
頭
部
と
心
臓
部
に
重
傷
を
負
っ
て
死
亡
し
た
。64

③　

 

一
九
三
三
年
一
二
月
一
八
日
午
後
四
時
、
鉄
工
職
の
山
本
武
雄
（
三
一
歳
）
は
工
事
用
器
具
を
自
転
車
に
積
ん
で
疾
走
中
、
誤
っ
て

谷
間
に
墜
落
し
て
頭
部
を
強
打
し
即
死
し
た
。65

④　

 

一
九
三
四
年
五
月
一
六
日
午
後
一
〇
時
、
取
水
口
工
事
を
し
て
い
た
李
芳
根
（
二
七
歳
）、
成
奉
根
（
四
一
歳
）
は
崩
落
し
て
き
た

巨
岩
の
下
敷
き
に
な
っ
た
。
李
は
頭
部
と
胸
部
を
負
傷
し
て
死
亡
し
た
。
成
は
三
週
間
の
重
傷
を
負
っ
た
。
李
の
本
籍
は
慶
尚
南
道

咸
陽
郡
で
、
故
郷
に
は
妻
、
三
人
の
子
供
、
老
母
が
い
た
。
李
は
一
九
三
三
年
春
か
ら
現
場
で
働
き
始
め
、
給
与
そ
の
他
は
郷
里
に

送
金
し
て
お
り
、「
ま
れ
に
み
る
青
年
」
と
評
さ
れ
た
。66

⑤　

 

一
九
三
四
年
四
月
、
土
工
の
東
条
虎
市
（
美
馬
郡
江
原
町
）
ほ
か
一
二
名
は
現
場
か
ら
逃
亡
し
、
脇
町
警
察
署
に
過
酷
な
工
事
現
場

の
状
況
を
訴
え
た
。
彼
ら
は
四
月
二
日
、
三
日
頃
、
和
歌
山
県
和
歌
山
市
の
梶
原
幸
治
（
二
八
歳
）
か
ら
「
好
き
儲
け
口
か
あ
る
か

ら
人
夫
を
連
れ
て
祖
谷
の
工
事
場
へ
出
稼
に
行
か
む
か
」
と
勧
め
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
梶
原
は
一
二
名
を
連
れ
て
現
場
に
入
っ
た
。
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し
か
し
、「
過
酷
な
る
行
為
を
以
つ
て
春
の
日
永
に
夜
か
ら
夜
へ
の
酷
使
に
は
流
石
の
土
工
稼
人
も
閉
口
し
て
、
給
金
も
ろ
く
に
支

給
さ
れ
ず
半
死
半
生
と
な
っ
た
の
で
一
行
は
申
し
合
せ
」、
四
月
六
日
の
夜
に
逃
亡
を
企
て
た
。
一
二
名
は
無
事
に
逃
亡
し
た
が
、

東
条
は
梶
原
に
見
つ
か
り
、
二
、三
日
は
再
び
酷
使
さ
れ
た
。
す
き
を
見
て
再
び
逃
亡
し
た
。67

こ
の
記
事
は
一
宇
発
電
所
工
事
の
現

場
が
普
通
の
土
工
か
ら
見
て
も
と
て
も
過
酷
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑥　

 

一
九
三
四
年
一
二
月
一
一
日
、
大
倉
組
配
下
の
竹
谷
組
専
用
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
黒
省
浩
（
二
四
歳
）
と
紫
藤
鍬
次
郎
（
三
〇
歳
）

は
池
田
町
へ
、
米
を
買
い
入
れ
の
た
め
向
か
っ
た
。
美
馬
郡
西
祖
谷
山
村
朝
日
浦
で
運
転
を
誤
り
、
午
前
一
〇
時
に
ト
ラ
ッ
ク
が
谷

底
に
転
落
し
て
、
二
人
は
重
傷
を
負
っ
た
。68

四
・
国
鉄
土
讃
本
線
工
事
と
労
働
者

（
１
）
土
讃
線
工
事
の
進
展

　

大
量
の
労
働
者
を
四
国
に
集
め
、
さ
ら
に
工
事
の
拡
大
に
よ
っ
て
土
建
労
働
者
を
四
国
の
内
陸
部
に
送
り
込
ん
だ
の
が
国
鉄
土
讃
本
線

（
香
川
県
の
多
津
―
高
知
県
の
窪
川
）
工
事
で
あ
る
。
こ
の
線
路
は
四
国
山
脈
を
横
断
し
て
瀬
戸
内
海
側
と
土
佐
湾
の
両
地
方
を
結
び
、

さ
ら
に
高
知
か
ら
土
佐
湾
沿
い
に
南
西
の
高
知
県
下
の
主
要
都
市
を
結
ぶ
幹
線
で
あ
る
。
延
長
は
一
九
八
・
九
ｋ
ｍ
で
、
予
讃
本
線
の
多

津
を
出
発
し
、
琴
平
、
阿
波
池
田
、
土
佐
山
田
、
高
知
、
須
埼
を
経
て
、
窪
川
に
至
る
。
土
讃
本
線
は
さ
ら
に
高
知
線
（
須
崎
―
土
佐
山
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田
間
）、
土
讃
線
（
琴
平
―
土
佐
山
田
間
）、
窪
川
線
（
須
崎
―
窪
川
間
）
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
香
川
県
、
徳
島
県
内
の
土
讃
線
を

中
心
に
、
各
区
間
の
建
設
事
情
を
見
て
み
る
。69

　

土
讃
線
は
既
設
の
多
津
―
琴
平
間
（
一
八
八
九
年
開
通
）
鉄
道
の
終
点
で
あ
る
琴
平
を
起
点
と
し
て
、
阿
波
と
讃
岐
の
国
境
の
猪
の
鼻

峠
を
貫
い
て
、
徳
島
本
線
の
始
点
の
池
田
を
経
て
、
土
佐
山
田
に
い
た
る
延
長
一
〇
二
・
三
ｋ
ｍ
の
鉄
道
で
あ
る
。
こ
れ
は
さ
ら
に
土
讃

北
線
（
琴
平
―
土
佐
岩
原
間
）、
土
讃
南
線
（
土
佐
岩
原
―
土
佐
山
田
間
）
に
分
け
ら
れ
る
。
本
線
は
高
松
、
高
知
の
両
都
市
を
短
絡
す

る
横
断
線
で
、
四
国
に
お
け
る
旅
客
、
貨
物
の
運
搬
形
態
に
大
変
革
を
与
え
る
と
と
も
に
、
土
佐
、
讃
岐
、
阿
波
三
国
の
地
方
開
発
に
多

大
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
。70

　

ま
ず
土
讃
北
線
を
見
て
み
よ
う
。
工
区
は
一
五
工
区
に
分
け
ら
れ
て
施
工
さ
れ
た
。
各
工
区
の
詳
細
は
表
２
の
通
り
で
あ
る
。
工
事
は

一
九
二
〇
年
九
月
か
ら
一
九
三
五
年
三
月
ま
で
一
四
年
半
に
わ
た
り
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
い
た
。71

特
に
第
八
工
区
か
ら
吉
野
川
を

渡
っ
て
右
岸
工
事
と
な
り
、
こ
こ
か
ら
一
四
工
区
ま
で
が
吉
野
川
上
流
の
山
岳
地
帯
で
の
難
工
事
で
あ
る
。

　

建
設
業
者
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
み
る
。
西
松
組
（
現
在
の
西
松
建
設
）
は
西
松
桂
輔
（
一
八
五
〇
〜
一
九
〇
九
）
が
創
業
し
、
一
九
一
四

年
に
子
の
西
松
光
治
郎
（
一
八
七
三
〜
一
九
三
五
）
が
西
松
工
業
所
（
本
店
は
京
都
市
）
を
設
立
し
た
。
主
に
鉄
道
工
事
を
受
注
し
、
こ

れ
を
一
九
一
六
年
に
西
松
組
と
改
め
た
。72

西
松
組
の
『
創
業
回
顧
』
で
は
土
讃
線
第
一
工
区
、
第
二
工
区
を
受
注
し
た
と
書
き
、73

『
西
松
建

設
創
業
百
年
史
』
で
は
土
讃
線
第
二
工
区
を
受
注
し
た
と
記
述
し
て
い
る
。74

松
浦
伊
平
（
一
八
九
〇
〜
一
九
七
一
）
は
香
川
県
綾
歌
郡
出

身
で
あ
る
。
家
業
を
継
ぎ
、
一
九
一
六
年
に
松
浦
組
を
設
立
し
た
。
県
内
の
工
事
を
初
め
、
鉄
道
工
事
と
し
て
は
紀
勢
西
線
、
作
美
線
、
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三
呉
線
の
工
事
を
受
注
し
た
。
さ
ら

に
「
満
洲
国
」
に
も
進
出
し
、
満
州

松
浦
組
を
設
立
し
た
。
一
九
三
七
年

に
衆
議
院
議
員
（
立
憲
政
友
会
）
と

な
る
。75

西
本
組
は
西
本
健
次
郎

（
一
八
六
六
〜
一
九
五
〇
）
が
和
歌

山
県
を
基
盤
と
す
る
同
社
を
義
父
か

ら
引
き
継
い
だ
。
後
に
日
本
を
代
表

す
る
建
設
会
社
と
成
長
す
る
。
西
本

は
後
に
貴
族
院
議
員
も
務
め
た
。76

坂

本
組
は
高
知
県
出
身
の
坂
本
和
吉

（
一
八
七
二
〜
？
）
が
一
九
一
六
年

に
創
業
し
、
一
九
二
二
年
に
合
資
会

社
へ
変
更
し
た
。
一
九
三
三
年
時
点

で
は
唯
一
の
現
場
が
土
讃
北
線
工
事

表 2・国鉄土讃北線の工事概要（1920 ～ 1935 年） 

工区 工事期間 区間 延長 建設会社 請負
金額 主な工事の内容

1 1920 年 3 月～
1921 年 10 月 琴平～塩入 8k198 ｍ 西松組 26 万

6000円 小橋梁が 6カ所

2 1921 年 2 月～
1922 年 8 月 塩入～荒戸 6k95 ｍ 西松組 42 万

6000円 財田川、多治川の 2橋梁

3　甲 1921 年 12 月～
1927 年 3 月

荒戸～
戸川隧道坑口 1k477 ｍ 松浦伊平 11万円 高い切取と盛土

3　乙 戸川隧道 327.9 ｍ 国鉄直轄 戸川隧道

4 猪の鼻隧道
3k845 ｍ

国鉄直轄 猪の鼻隧道

5 猪の鼻隧道 国鉄直轄 猪の鼻隧道

6 坪尻隧道 295.7 ｍ 国鉄直轄 坪尻隧道

7 1926 年 5 月～
1928 年 6 月 落～州津 3k314 ｍ 西本組 97 万

9000円 急勾配と急曲線が多い

8 1926 年 5 月～
1927 年 12 月 州津～佃 3k78 ｍ 坂本組 35 万

3000円 吉野川橋梁（最長）

9 1929 年 4 月～
1931 年 3 月 池田～中西 3k652 ｍ 坂本組 40 万

2000円 丸山隧道（617 ｍ）

10 1931 年 10 月～
1933 年 8 月 中西～猫坊 3k200 ｍ 坂本組 34 万

4000円 6 橋梁、2隧道

11 1932 年 3 月～
1934 年 8 月 猫坊～国政 5k962 ｍ 坂本組 51 万

2000円 13 橋梁、2隧道

12 1932 年 9 月～
1934 年 4 月 国政～西宇 3k560 ｍ 坂本組 27 万

6000円 小歩危の難所。7隧道

13 1933 年 4 月～
1935 年 3 月 西宇～赤間 5k13 ｍ 大倉土木 53 万

8000円 大歩危の難所。16 隧道

14 1933 年 4 月～
1935 年 3 月

阿波赤間～
土佐岩原 5k849 ｍ 大倉土木 60 万

5000円 県境の山岳地帯。19 隧道

日本鉄道建設業協会『日本鉄道請負業史－大正・昭和（前期）篇』（同会、1978 年）520 ～ 529 頁から作成。
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だ
っ
た
。
長
期
間
に
わ
た
っ
て
工
事
を
担
当
し
た
の
は
小
里
一
で
あ
る
。77

　

大
倉
土
木
は
先
に
述
べ
た
。
四
国
水
力
電
気
か
ら
一
宇
発
電
所
工
事
を
受
注
し
た
の
で
、
大
倉
土
木
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
徳
島
県
内
の
土

讃
北
線
（
一
三
・
一
四
工
区
）
工
事
と
一
宇
発
電
所
工
事
を
施
工
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
倉
土
木
の
社
史
で
は
、「
土
讃
線
工
事
（
大
歩

危
、
小
歩
危
付
近
）」
と
だ
け
記
述
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。78

　

続
い
て
、
土
讃
南
線
を
見
て
み
る
。
現
場
は
高
知
県
内
で
あ
り
、
七
工
区
に
分
け
ら
れ
、
全
て
鉄
道
工
業
が
受
注
し
た
。
請
負
金
額
は

合
計
六
三
四
万
八
千
円
で
あ
る
。
一
社
の
請
負
金
額
と
し
て
は
大
工
事
だ
っ
た
。
工
期
は
一
九
二
六
年
二
月
か
ら
一
九
三
四
年
一
一
月
ま

で
八
年
九
カ
月
を
費
や
し
た
。79

鉄
道
工
業
は
一
九
〇
七
年
に
菅
原
恒
覧
（
一
八
五
九
〜
一
九
四
〇
）
が
初
代
社
長
と
な
っ
た
建
設
会
社
で

あ
る
。
菅
原
は
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
後
、
鉄
道
局
に
入
っ
た
。
一
九
〇
二
年
に
退
職
し
、
菅
原
工
業
所
を
樹
立
し
た
。80

　

ま
た
、
土
讃
線
工
事
以
外
に
も
高
松
か
ら
瀬
戸
内
海
に
沿
っ
て
徳
島
に
至
る
延
長
七
四
・
八
ｋ
ｍ
の
高
徳
線
工
事
も
一
九
二
二
年
二
月

か
ら
一
九
三
五
年
三
月
ま
で
約
三
年
間
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
高
松
―
徳
島
間
を
九
工
区
、
吉
成
―
佐
古
間
を
一
工
区
と
し
た
。
工
事
を

請
負
っ
た
の
は
、
樋
笠
茂
市
、
藤
原
兵
太
郎
（
岡
山
）、
西
本
組
、
銭
高
組
で
あ
る
。81

（
２
）
工
事
現
場
と
労
働
者

　

以
上
で
述
べ
た
よ
う
に
、
長
期
間
に
わ
た
る
土
讃
北
線
工
事
に
参
加
し
た
建
設
会
社
は
、
西
松
組
、
松
浦
正
夫
、
西
本
組
、
坂
本
組
、

大
倉
土
木
の
五
社
、
土
讃
南
線
工
事
に
参
加
し
た
の
は
鉄
道
工
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
六
建
設
会
社
の
工
事
現
場
に
は
大
量
の
労
働
者
が

集
ま
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
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『
徳
島
毎
日
新
聞
』
に
は
労
働
者
に
関
す
る
記
事
が
五
件
あ
る
。
三
件
は
工
事
中
の
事
故
、
一
件
は
飯
場
で
の
日
本
人
と
朝
鮮
人
の
乱

闘
事
件
、
一
件
は
日
本
人
間
の
喧
嘩
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
朝
鮮
人
労
働
者
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。

①　

 

一
九
三
三
年
六
月
三
〇
日
午
前
七
時
半
、
土
讃
北
線
第
一
一
工
区
（
坂
本
組
）
で
朝
鮮
人
飯
場
の
梅
本
清
吉
こ
と
呉
秉
珠
（
四
〇
歳
）

（
慶
尚
南
道
昌
原
郡
出
身
）
と
同
居
の
小
林
茂
こ
と
尹
善
澤
（
二
四
歳
）
他
五
名
が
近
く
に
飯
場
を
も
つ
島
根
県
生
ま
れ
の
為
国
江

蔵
（
四
一
歳
）
を
「
言
葉
の
行
違
い
」
で
袋
だ
た
き
に
す
る
事
件
が
発
生
し
た
。
為
国
は
全
治
二
週
間
の
傷
を
負
っ
た
。
警
察
の
調

べ
に
よ
れ
ば
、
尹
は
以
前
為
国
の
帳
場
で
働
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
日
、
為
国
が
煙
草
を
吸
い
な
が
ら
監
督
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
そ
の
吸
い
殻
が
尹
の
手
の
上
に
落
ち
た
。
尹
が
朝
鮮
語
で
「
熱
い
」
と
言
っ
た
が
、
為
国
は
朝
鮮
語
が
わ
か
ら
な
い
の
で
「
馬

鹿
野
郎
」
と
言
っ
た
。
二
人
は
口
論
に
な
り
、
為
国
は
尹
を
ね
じ
ふ
せ
て
殴
打
し
た
。
尹
は
逃
げ
帰
り
親
分
の
呉
に
事
情
を
話
す

と
、
呉
は
一
九
名
の
子
分
に
復
讐
を
命
じ
た
。
多
く
は
近
く
の
者
に
止
め
ら
れ
た
が
、
尹
の
他
の
六
名
は
こ
れ
を
逃
れ
、
為
国
方
に

行
き
、
彼
を
引
き
ず
り
出
し
て
殴
打
し
た
。82

こ
れ
か
ら
は
、
飯
場
主
の
呉
と
為
国
の
対
立
構
造
が
あ
っ
た
こ
と
、
呉
は
朝
鮮
人
の
子

分
一
九
名
を
持
つ
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

②　

 

一
九
三
三
年
七
月
一
三
日
午
後
一
一
時
、
旅
館
料
理
業
の
松
浦
市
助
（
三
六
歳
）
と
内
田
の
二
人
は
松
浦
方
に
お
い
て
土
讃
北
線
工

事
の
北
政
飯
場
内
の
土
工
川
越
渡
（
二
七
歳
）
を
酒
の
上
で
の
口
論
か
ら
袋
叩
き
に
し
て
、
川
越
の
右
足
を
骨
折
さ
せ
、
全
治
七
週

間
の
傷
を
負
わ
せ
た
。
警
察
の
調
べ
に
よ
る
と
、
川
越
と
横
尾
某
は
松
浦
方
で
酒
を
飲
ん
で
い
た
が
、
酔
い
が
廻
る
と
二
階
に
上
が

り
他
人
の
室
内
に
乱
入
し
た
。
松
浦
が
こ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
口
論
に
な
り
、
内
田
が
松
浦
に
加
勢
し
た
の
だ
っ
た
。83
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③　
 

一
九
三
三
年
一
〇
月
二
五
日
午
後
四
時
、
と
び
職
で
群
馬
県
生
ま
れ
の
松
下
与
四
郎
（
二
八
歳
）
は
土
讃
北
線
の
第
一
吉
野
川
鉄
橋

橋
桁
設
置
中
、
鉄
塔
上
で
ワ
イ
ヤ
ー
の
掛
け
渡
し
を
行
っ
て
い
た
が
、
誤
っ
て
鉄
塔
か
ら
吉
野
川
に
墜
落
し
、
岩
石
に
頭
を
打
ち
つ

け
て
死
亡
し
た
。84

④　

 

一
九
三
四
年
二
月
二
九
日
午
後
二
時
半
、
土
讃
南
線
工
事
現
場
で
朝
鮮
人
土
工
孫
庚
保
（
二
四
歳
）（
慶
尚
南
道
河
東
郡
出
身
）
は

作
業
中
、
上
部
か
ら
転
落
し
て
き
た
岩
石
に
頭
部
を
粉
砕
さ
れ
死
亡
し
た
。85

⑤　

 

一
九
三
四
年
八
月
一
日
午
前
八
時
、
土
讃
南
線
の
三
縄
鉄
道
工
事
中
に
井
川
盛
三
（
三
九
歳
）
は
鉄
道
建
設
用
材
料
列
車
か
ら
材
料

が
転
げ
落
ち
た
の
を
機
械
で
回
収
中
、
そ
の
機
械
が
転
倒
し
た
た
め
に
頭
部
を
強
打
し
即
死
し
た
。86

　

土
讃
本
線
工
事
に
つ
い
て
、『
池
田
町
史
』
は
次
の
よ
う
に
記
録
す
る
。「
国
鉄
土
讃
本
線
の
阿
波
池
田
・
三
縄
駅
（
三
一
五
二
メ
ー
ト

ル
）
の
工
事
は
、
昭
和
四
年
に
着
工
し
、
昭
和
六
年
三
月
に
完
成
し
た
。
開
業
は
同
年
九
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
工
事
の
労
務
者
は
、
朝
鮮

か
ら
来
た
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
板
野
に
飯
場
が
設
け
ら
れ
、
仮
宿
舎
で
寝
泊
ま
り
を
し
な
が
ら
作
業
し
て
い
た
。
今
日
の
よ
う
に
、
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
や
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
等
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
人
力
に
頼
る
工
事
で
あ
っ
た
。
一
部
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
使
用
に
よ
っ
て
丸
山
隧
道

（
六
一
七
メ
ー
ト
ル
）
及
び
板
野
中
央
部
を
横
断
掘
削
し
て
、
土
砂
を
ト
ロ
ッ
コ
で
運
搬
、
板
野
下
島
上
の
田
畑
を
埋
め
立
て
、
道
床
を

構
築
し
、
鉄
道
を
敷
設
し
た
」。87

こ
れ
は
第
九
工
区
（
池
田
―
中
西
間
）
で
あ
り
、
工
事
は
一
九
二
九
年
四
月
に
着
工
し
、
一
九
三
一
年

三
月
に
竣
工
し
た
。
つ
ま
り
、
一
九
二
九
〜
一
九
三
一
年
に
は
多
数
の
朝
鮮
人
労
働
者
が
土
讃
北
線
工
事
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
た
だ
、
日
本
人
と
朝
鮮
人
の
比
率
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
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ま
た
、
篠
原
晴
美
は
山
城
町
役
場
の
そ
ば
に
住
む
大
和
弘
の
証
言
を
紹
介
し
て
い
る
。「
こ
の
あ
た
り
の
鉄
道
工
事
は
、
昭
和
九
年
に

仕
上
が
っ
た
。
昭
和
七
、八
年
ご
ろ
に
か
け
て
、
家
の
す
ぐ
裏
手
、
吉
野
川
と
銅
山
川
の
合
流
点
の
わ
ず
か
な
台
地
に
、
朝
鮮
人
た
ち
が

掘
立
て
小
屋
を
作
っ
て
住
み
、
工
事
に
あ
た
っ
て
い
た
。
飯
場
に
は
二
十
人
ぐ
ら
い
居
た
と
思
う
」。88

続
い
て
、
篠
原
晴
美
は
李
龍
福
の

妻
の
証
言
を
紹
介
し
て
い
る
。「
昭
和
五
、六
年
ご
ろ
箸
蔵
で
働
い
て
い
た
数
百
人
の
朝
鮮
人
た
ち
は
、
工
事
の
進
み
ぐ
あ
い
に
あ
わ
せ
て

祖
谷
川
の
ダ
ム
工
事
や
、
一
宇
、
貞
光
方
面
の
道
路
工
事
に
散
っ
て
い
っ
た
」。89

つ
ま
り
、
こ
の
証
言
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
朝
鮮
人
労

働
者
は
土
讃
本
線
鉄
道
工
事
、
一
宇
発
電
所
工
事
、
道
路
工
事
な
ど
の
各
種
土
木
工
事
に
流
動
的
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
述
べ
た
こ
と
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

一
九
三
一
年
時
点
に
お
け
る
徳
島
県
内
朝
鮮
人
の
数
は
一
七
二
九
名
で
あ
り
、
こ
れ
は
四
七
都
道
府
県
の
中
で
下
か
ら
一
四
位
だ
っ

た
。
職
業
は
土
木
建
設
業
が
圧
倒
的
で
三
三
・
四
％
を
占
め
、
有
業
者
全
体
で
は
五
九
・
五
％
に
も
達
し
た
。
学
歴
は
「
文
盲
者
」
と
小
学

校
程
度
だ
け
で
八
一
・
四
％
で
あ
る
。
朝
鮮
人
各
種
団
体
は
融
和
団
体
が
一
つ
し
か
な
く
、
加
盟
者
数
で
は
都
道
府
県
の
中
で
下
か
ら
四

番
目
の
少
な
さ
だ
っ
た
。
一
九
三
九
年
か
ら
強
制
連
行
に
よ
り
、
一
一
〇
名
以
上
が
高
城
鉱
山
（
日
本
鉱
業
）、
伊
予
川
発
電
所
工
事
、

軍
工
事
等
に
動
員
さ
れ
た
。
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吉
野
川
水
系
祖
谷
川
に
は
発
電
所
工
事
が
集
中
し
た
。
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
つ
の
電
力
会
社
（
四
国
水
力
電
気
、
祖
谷
川
水
力
電

気
）
に
よ
っ
て
、
四
つ
の
水
力
発
電
所
（
三
縄
発
電
所
、
祖
谷
発
電
所
、
出
合
発
電
所
、
一
宇
発
電
所
）
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
工

事
に
は
多
数
の
労
働
者
（
日
本
人
、
朝
鮮
人
）
が
従
事
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
三
縄
発
電
所
工
事
（
一
九
一
一
年
着
工
、
一
九
一
二
年
竣

工
）
は
直
営
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
時
期
的
に
見
て
朝
鮮
人
が
存
在
し
た
可
能
性
は
低
い
。
飛
島
組
、
森
本
組
が
施
工
し
た
祖
谷
発
電
所
工

事
（
一
九
二
一
年
着
工
、
一
九
二
二
年
竣
工
）、
飛
島
組
が
施
工
し
た
出
合
発
電
所
工
事
（
一
九
二
五
年
着
工
、
一
九
二
六
年
竣
工
）
に

は
朝
鮮
人
労
働
者
が
従
事
し
た
可
能
性
が
大
き
い
。
大
倉
土
木
が
施
工
し
た
一
宇
発
電
所
工
事
（
一
九
三
三
年
着
工
、
一
九
三
六
年
竣

工
）
は
規
模
も
大
き
く
、
長
期
に
及
ん
だ
。
新
聞
記
事
か
ら
朝
鮮
人
労
働
者
の
就
労
が
確
認
で
き
る
。

　

国
鉄
土
讃
本
線
工
事
は
高
知
線
、
土
讃
線
、
窪
川
線
か
ら
な
る
。
土
讃
線
工
事
の
中
、
主
に
徳
島
県
の
土
讃
北
線
工
事
は
一
九
二
〇
年

か
ら
一
九
三
五
年
ま
で
一
四
年
半
に
及
ん
だ
。
こ
の
工
事
が
多
く
の
労
働
者
を
四
国
に
誘
引
し
、
内
部
に
浸
透
さ
せ
る
契
機
に
な
っ
た
。

建
設
会
社
は
西
松
組
、
松
浦
組
、
西
本
組
、
坂
本
組
、
大
倉
土
木
の
五
社
で
あ
る
。
新
聞
記
事
か
ら
朝
鮮
人
労
働
者
の
就
労
が
確
認
で

き
る
。

　

徳
島
県
内
の
朝
鮮
人
労
働
者
は
発
電
所
工
事
、
鉄
道
工
事
な
ど
各
種
土
木
工
事
に
従
事
し
、
長
期
化
す
る
各
地
の
工
事
現
場
を
建
設
会

社
、
配
下
、
親
方
、
同
僚
と
と
も
に
流
動
化
し
て
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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1　

  
広
瀬
貞
三
「
三
信
鉄
道
工
事
と
朝
鮮
人
労
働
者
―
『
葉
山
嘉
樹
日
記
』
を
中
心
に
」『
新
潟
国
際
情
報
大
学
情
報
文
化
学
部
紀
要
』
四
号
（
二
〇
〇
一

年
三
月
）、「
太
田
川
水
系
発
電
所
工
事
と
朝
鮮
人
労
働
者
」『
新
潟
国
際
情
報
大
学
情
報
文
化
学
部
紀
要
』
九
号
（
二
〇
〇
六
年
三
月
）、「
戦
前
の
富

士
川
水
系
笛
吹
川
改
修
工
事
と
朝
鮮
人
労
働
者
」『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
四
八
巻
一
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）、「
戦
前
の
木
曽
川
に
お
け
る
発
電
所

工
事
と
朝
鮮
人
労
働
者
」『
福
岡
大
学
研
究
部
論
集
Ａ
：
人
文
科
学
編
』
一
八
集
二
号
（
二
〇
一
八
年
一
二
月
）、「
戦
前
の
庄
川
に
お
け
る
小
牧
ダ
ム

建
設
と
朝
鮮
人
労
働
者
」『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
五
一
巻
三
月
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）。

2　

  

朝
鮮
人
強
制
連
行
真
相
調
査
団
編
著
『
朝
鮮
人
強
制
連
行
調
査
の
記
録
―
四
国
編
』（
柏
書
房
、
一
九
九
二
年
）
八
二
頁
。

3　

  

今
回
は
一
宇
発
電
所
工
事
に
限
定
し
て
、
一
九
三
三
年
五
月
か
ら
一
九
三
六
年
五
月
ま
で
の
三
年
分
を
調
査
し
た
。
一
九
一
〇
〜
一
九
二
〇
年
代
の

徳
島
県
を
代
表
す
る
新
聞
は
発
行
部
数
の
順
で
、
徳
島
毎
日
新
聞
、
徳
島
日
日
新
聞
、
徳
島
公
論
で
あ
る
。
徳
島
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
徳
島
県

史
』
六
巻
（
同
県
、
一
九
六
七
年
）
六
四
八
頁
。
徳
島
県
内
新
聞
の
戦
前
の
状
況
は
、
徳
島
新
聞
五
十
年
史
刊
行
委
員
会
編
『
徳
島
新
聞
五
十
年
史
』

（
同
社
、
一
九
九
七
年
）
一
章
、
二
章
（
一
〜
八
二
頁
）
参
照
。

4　

  

内
務
省
警
保
局
「
社
会
運
動
の
状
況
」「
特
高
月
報
」、
朴
慶
植
編
『
在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
』
三
巻
（
三
一
書
房
、
一
九
七
六
年
）
四
四
〇
〜

四
四
一
頁
。（
以
下
、『
資
料
集
成
』
と
す
る
）。

5　

  

前
掲
書
『
資
料
集
成
』
三
巻
、
四
四
五
〜
四
四
八
頁
。

6　

  「
内
地
在
留
朝
鮮
人
職
業
別
調
」（
昭
和
一
一
年
）、
前
掲
書
『
資
料
集
成
』
三
巻
、
付
表
。
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7　
  

前
掲
書
『
資
料
集
成
』
三
巻
、
四
三
七
〜
六
一
五
頁
、「
朝
鮮
人
出
身
道
別
調
」「
在
留
朝
鮮
人
教
育
程
度
調
」（
昭
和
一
一
年
）、
前
掲
書
『
資
料
集
成
』

三
巻
、
付
表
。

8　

  

一
史
料
は
徳
島
県
の
朝
鮮
人
の
数
を
一
九
二
五
年
に
二
一
〇
名
、
一
九
三
五
年
に
一
一
六
六
名
、
一
九
三
九
年
末
に
一
二
一
四
名
と
記
録
し
て
い
る
。

樋
口
雄
一
解
題
『
協
和
事
業
年
鑑
・
復
刻
版
』（
社
会
評
論
社
、
一
九
九
〇
年
）
六
七
頁
。

9　

  

徳
島
県
警
察
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
徳
島
県
警
察
史
』（
徳
島
県
警
察
本
部
、
一
九
六
五
年
）
一
一
〇
〇
頁
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
浜
野
虎
七
編
『
撫

養
町
誌
』
全
三
巻
（
鳴
門
市
、
一
九
五
四
年
）、
鳴
門
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
鳴
門
市
史
』
全
三
巻
（
同
市
、
一
九
七
六
〜
一
九
八
八
年
）
に
は
関
連

す
る
記
述
が
な
い
。

10　

  『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
四
年
一
〇
月
二
六
日
。

11　

  

前
掲
書
『
資
料
集
成
』
三
巻
、
二
九
八
頁
。

12　

  『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
四
年
一
〇
月
三
日
。

13　

  『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
四
年
一
〇
月
一
七
日
。

14　

  「
在
日
朝
鮮
人
統
制
組
織
「
協
和
会
」
機
関
誌
」、
朴
慶
植
編
『
朝
鮮
問
題
資
料
叢
書
』
四
巻
（
ア
ジ
ア
問
題
研
究
所
、
一
九
八
二
年
）
八
六
頁
。
前

掲
書
『
協
和
事
業
年
鑑
・
復
刻
版
』
六
七
頁
。
協
和
会
に
つ
い
て
は
、
樋
口
雄
一
『
協
和
会
―
戦
時
下
朝
鮮
人
統
制
組
織
の
研
究
』（
社
会
評
論
社
、

一
九
八
六
年
）、
木
村
健
二
『
一
九
三
九
年
の
在
日
朝
鮮
人
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
七
年
）、
在
日
朝
鮮
人
団
体
事
典
編
纂
委
員
会
編
『
在
日
朝
鮮

人
団
体
事
典
』（
民
族
問
題
研
究
所
、
二
〇
二
一
年
）
の
関
係
項
目
を
参
照
。
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15　
  

前
掲
書
『
徳
島
県
警
察
史
』
一
〇
五
三
〜
一
〇
五
五
頁
。

16　

  
前
掲
書
『
朝
鮮
問
題
資
料
叢
書
』
四
巻
、
一
八
五
頁
。

17　

  

池
田
町
史
編
纂
委
員
編
『
池
田
町
史
』
上
巻
（
同
町
、
一
九
八
三
年
）
三
二
三
〜
三
二
四
頁
。

18　

  

豊
田
思
九
「
補
導
員
と
し
て
」、
前
掲
書
『
朝
鮮
問
題
資
料
叢
書
』
四
巻
、
四
六
九
頁
。

19　

  

中
央
協
和
会
（
昭
和
十
七
年
）「
移
入
朝
鮮
人
労
務
者
状
況
調
」、
小
沢
有
作
編
『
近
代
民
衆
の
記
録
10
・
在
日
朝
鮮
人
』（
新
人
物
往
来
社
、

一
九
七
八
年
）
四
一
七
頁
。

20　

  

前
掲
書
『
朝
鮮
人
強
制
連
行
調
査
の
記
録
―
四
国
編
』
六
一
〜
一
〇
三
頁
。

21　

  

建
設
省
河
川
局
監
修
『
吉
野
川
―
そ
の
治
水
と
利
水
』（
国
土
開
発
調
査
会
、
一
九
六
七
年
）
四
〜
一
一
頁
。
吉
野
川
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
建

設
省
徳
島
工
事
事
務
局
『
吉
野
川
百
年
史
』（
同
局
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。
吉
野
川
に
お
け
る
水
資
源
開
発
公
団
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
水
資
源
開

発
公
団
吉
野
川
開
発
局
『
吉
野
川
の
水
資
源
開
発
二
十
年
の
あ
ゆ
み
』（
同
局
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。

22　

  

徳
島
新
聞
社
調
査
事
業
局
編
『
徳
島
県
百
科
事
典
』（
同
社
、
一
九
八
一
年
）
一
六
三
頁
、
と
く
し
ま
地
域
政
策
研
究
所
編
『
四
国
の
い
の
ち
吉
野
川

事
典
―
自
然
・
歴
史
・
文
化
』（
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
九
九
年
）
三
一
頁
。
祖
谷
の
地
理
・
民
俗
に
つ
い
て
は
、
園
尾
正
夫
『
日
本
三
大
秘
境

祖
谷
街
道
を
ゆ
く
』（
南
海
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
七
九
年
）
参
照
。

23　

  

四
国
電
力
50
年
史
編
纂
事
務
局
編
『
四
国
電
力
50
年
の
あ
ゆ
み
一
九
五
一
―
二
〇
〇
一
』（
同
社
、
二
〇
〇
一
年
）
三
二
八
〜
三
三
一
頁
。
詳
細
は
、

四
国
電
力
『
四
国
地
方
電
気
事
業
史
―
経
済
社
会
の
発
展
を
通
じ
て
』（
同
社
、
一
九
八
四
年
）
参
照
。

31（　）

戦
前
の
吉
野
川
水
系
祖
谷
川
の
発
電
所
工
事
と
朝
鮮
人
労
働
者
︵
広
瀬
︶

一
〇
六
七



24　
  

前
掲
書
『
四
国
電
力
50
年
の
あ
ゆ
み
一
九
五
一
―
二
〇
〇
一
』
三
三
二
頁
。

25　

  
前
掲
書
『
四
国
電
力
50
年
の
あ
ゆ
み
一
九
五
一
―
二
〇
〇
一
』
三
三
二
〜
三
三
三
頁
。
詳
細
は
進
呇
梦
編
『
四
水
三
十
年
史
』（
四
国
水
力
電
気
、

一
九
二
八
年
）
参
照
。
景
山
に
つ
い
て
は
白
川
富
太
郎
編
著
『
景
山
甚
右
衛
門
翁
伝
』（
景
山
翁
遺
徳
顕
彰
会
、
一
九
六
八
年
）、
福
沢
に
つ
い
て
は

大
西
理
平
『
福
沢
桃
介
翁
伝
』（
福
沢
桃
介
翁
伝
記
編
纂
所
、
一
九
三
九
年
）、
寒
川
に
つ
い
て
は
寒
川
恒
貞
伝
編
纂
委
員
会
編
『
寒
川
恒
貞
伝
』（
社

会
教
育
協
会
、
一
九
四
九
年
）
参
照
。

26　

  

日
本
発
送
電
株
式
会
社
解
散
記
念
事
業
委
員
会
編
『
日
本
発
送
電
社
史
―
技
術
編
』（
同
会
、
一
九
五
四
年
）
三
六
頁
、
一
〇
一
〜
一
〇
六
頁
、
前
掲

書
『
四
国
電
力
50
年
の
あ
ゆ
み
一
九
五
一
―
二
〇
〇
一
』
三
三
五
〜
三
三
六
頁
。

27　

  

近
藤
辰
郎
編
『
山
城
谷
村
史
』（
山
城
町
役
場
、
一
九
五
九
年
）
八
七
九
〜
八
八
一
頁
。
伊
予
川
開
発
は
戦
後
再
び
工
事
を
開
始
し
、
一
九
四
七
年
八

月
に
竣
工
し
た
。
発
電
所
は
地
下
に
設
置
さ
れ
た
。
一
九
四
九
年
一
月
伊
予
川
発
電
所
は
伊
予
川
開
発
か
ら
日
本
発
送
電
に
譲
渡
さ
れ
、
そ
の
後
は

一
九
五
一
年
五
月
に
発
足
し
た
四
国
電
力
に
引
き
継
が
れ
た
。
四
国
電
力
が
発
足
し
た
後
の
住
友
共
同
電
力
と
の
関
係
は
、
四
国
電
力
10
年
史
編
纂

委
員
会
編
『
四
国
電
力
10
年
の
あ
ゆ
み
』（
同
社
、
一
九
六
一
年
）
二
四
八
〜
二
五
〇
頁
参
照
。

28　

  

三
縄
村
史
編
纂
委
員
会
編
『
三
縄
村
史
』（
同
会
、
一
九
六
〇
年
）
五
六
三
〜
五
六
四
頁
。
三
縄
発
電
所
は
老
朽
化
の
た
め
、
近
く
に
（
新
）
三
縄
発

電
所
（
出
力
七
千
ｋ
Ｗ
）
が
建
設
さ
れ
、
一
九
五
四
年
四
月
か
ら
運
転
を
開
始
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
三
縄
発
電
所
で
あ
る
。
以
前
の
三
縄
発
電
所

は
一
九
五
九
年
一
二
月
に
廃
止
さ
れ
た
。
前
掲
書
『
四
国
電
力
10
年
の
あ
ゆ
み
』
三
四
頁
。

29　

  

前
掲
書
『
四
水
三
十
年
史
』
四
五
〜
四
九
頁
。

32（　）

一
〇
六
八



30　
  

前
掲
書
『
四
水
三
十
年
史
』
一
八
一
〜
一
八
二
頁
。

31　

  
横
山
春
陽
「
祖
谷
発
電
所
建
設
の
裏
話
」、
久
米
惣
七
・
原
三
正
・
今
市
正
義
共
編
『
祖
谷
―
阿
波
の
平
家
部
落
』（
祖
谷
刊
行
会
、
一
九
五
六
年
）

二
五
六
〜
二
五
九
頁
。
祖
谷
の
近
代
化
、
祖
谷
川
水
力
電
気
の
構
成
員
、
発
電
工
事
の
土
地
買
収
へ
の
住
民
の
反
対
活
動
等
、
興
味
深
い
話
が
多
数

語
ら
れ
て
い
る
。

32　

  

喜
多
重
昌
・
片
瀬
頼
政
・
前
川
嘉
吉
編
『
西
祖
谷
村
史
』（
同
村
役
場
、
一
九
六
九
年
）
二
一
七
頁
、
前
掲
書
『
徳
島
県
史
』
六
巻
、
四
二
四
頁
。

33　

  

前
掲
書
『
西
祖
谷
山
村
史
』
二
一
七
頁
。

34　

  

前
掲
書
『
西
祖
谷
山
村
史
』
二
二
二
〜
二
二
三
頁
、
東
祖
谷
山
村
誌
編
纂
委
員
会
編
『
東
祖
谷
山
村
史
』（
同
村
、
一
九
七
八
年
）
三
八
〇
頁
。

35　

  

前
掲
書
『
東
祖
谷
山
村
史
』
三
八
〇
頁
。

36　

  

飛
島
建
設
社
史
編
纂
室
編
『
飛
島
建
設
株
式
会
社
社
史
』
上
巻
（
同
社
、
一
九
七
二
年
）
参
照
。
飛
島
文
吉
に
つ
い
て
は
、
飛
島
翁
伝
記
編
纂
会
編

『
飛
島
文
吉
』（
同
会
、
一
九
六
一
年
）
参
照
。

37　

  

森
本
組
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
森
本
組
百
年
史
』（
同
社
、
一
九
九
二
年
）
四
二
〜
四
三
頁
。
森
本
組
は
一
九
三
八
年
一
一
月
に
完
成
し
た
太
田
川

水
系
太
田
川
（
広
島
県
）
の
鱒
溜
ダ
ム
・
土
居
発
電
所
工
事
で
朝
鮮
人
労
働
者
を
使
用
し
て
い
た
。
前
掲
論
文
広
瀬
貞
三
「
太
田
川
水
系
発
電
所
工

事
と
朝
鮮
人
労
働
者
」『
新
潟
国
際
情
報
大
学
情
報
文
化
学
部
紀
要
』
九
号
（
二
〇
〇
六
年
三
月
）
五
一
〜
五
二
頁
。

38　

  

前
掲
書
『
森
本
組
百
年
史
』
二
七
〜
二
八
頁
。

39　

  

岡
田
亀
太
郎
『
思
い
出
の
祖
谷
』（
同
人
、
一
九
七
五
年
）
四
〜
五
頁
。

33（　）

戦
前
の
吉
野
川
水
系
祖
谷
川
の
発
電
所
工
事
と
朝
鮮
人
労
働
者
︵
広
瀬
︶

一
〇
六
九



40　
  

前
掲
書
岡
田
亀
太
郎
『
思
い
出
の
祖
谷
』
五
頁
。

41　

  
前
掲
論
文
広
瀬
貞
三
「
戦
前
の
庄
川
に
お
け
る
小
牧
ダ
ム
建
設
と
朝
鮮
人
労
働
者
」『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
五
一
巻
三
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
六
〇
頁
。

42　

  

前
掲
書
久
米
惣
七
・
原
三
正
・
今
市
正
義
共
編
『
祖
谷
―
阿
波
の
平
家
部
落
』
二
六
二
頁
。

43　

  

前
掲
書
『
四
水
三
十
年
史
』
一
八
四
〜
一
八
九
頁
。

44　

  

前
掲
書
『
西
祖
谷
山
村
史
』
二
二
二
〜
二
二
三
頁
。

45　

  

前
掲
書
『
四
水
三
十
年
史
』
一
八
四
〜
一
八
九
頁
、
前
掲
書
『
三
縄
村
史
』
五
六
四
〜
五
六
五
頁
。

46　

  

前
掲
書
『
飛
島
建
設
株
式
会
社
社
史
』
上
巻
、
一
三
三
〜
一
三
四
頁
。　

47　

  

前
掲
書
『
飛
島
建
設
株
式
会
社
社
史
』
上
巻
、
三
一
三
〜
三
一
四
頁
。

48　

  

前
掲
書
『
飛
島
建
設
株
式
会
社
社
史
』
上
巻
、
一
三
三
〜
一
三
四
頁
。

49　

  『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
二
五
年
四
月
一
一
日
、
前
掲
書
『
池
田
町
史
』
上
巻
、
九
一
六
頁
。

50　

  

前
掲
書
『
池
田
町
史
』
上
巻
、
七
四
五
頁
。

51　

  

前
掲
書
『
西
祖
谷
山
村
史
』
二
一
八
頁
。

52　

  

西
祖
谷
山
村
史
編
纂
委
員
会
編
『
西
祖
谷
山
村
史
』（
同
村
、
一
九
八
五
年
）
二
九
九
〜
三
〇
〇
頁
。

53　

  「
一
宇
発
電
所
工
事
概
要
」、
大
倉
土
木
株
式
会
社
大
阪
出
張
所
『
一
宇
発
電
水
路
工
事
竣
工
記
念
』（
同
社
、
一
九
三
六
年
）（
広
瀬
貞
三
所
蔵
）。
実

34（　）

一
〇
七
〇



際
の
写
真
六
〇
枚
が
貼
ら
れ
て
い
る
。『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
六
年
五
月
二
九
日
、
前
掲
書
『
西
祖
谷
山
村
史
』（
一
九
六
九
年
）
二
一
八
〜

二
二
三
頁
。「
竣
工
近
き
四
国
水
力
電
気
株
式
会
社
一
宇
発
電
工
事
」『
土
木
建
設
雑
誌
』
一
四
巻
一
二
号
（
一
九
三
五
年
一
二
月
）
口
絵
に
工
事
写

真
が
二
葉
あ
る
。

54　

  

津
田
誠
一
『
土
木
人
物
語
』（
ジ
ャ
パ
ン
レ
ー
ル
ウ
エ
イ
社
、
一
九
三
三
年
）
二
三
〜
三
三
頁
、
社
史
発
刊
準
備
委
員
会
編
『
大
成
建
設
社
史
』（
大

成
建
設
、
一
九
六
三
年
）
参
照
。
門
野
に
つ
い
て
は
同
人
『
平
々
凡
々
九
十
年
』（
実
業
之
日
本
、
一
九
五
六
年
）、
横
山
に
つ
い
て
は
大
谷
荒
太
郎

『
横
山
信
毅
』（
宏
隆
社
、
一
九
三
五
年
）
参
照
。

55　

  『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
六
年
六
月
三
日
。

56　

  

前
掲
書
『
西
祖
谷
山
村
史
』（
一
九
六
九
年
）
二
一
八
〜
二
二
〇
頁
。

57　

  『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
四
年
五
月
一
七
日
。

58　

  『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
四
年
六
月
一
八
日
。

59　

  『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
四
年
一
二
月
九
日

60　

  

前
掲
書
『
大
成
建
設
社
史
』
二
七
三
〜
二
七
四
頁
。

61　

  

池
野
敏
夫
「
序
」、
前
掲
書
『
一
宇
発
電
水
路
工
事
竣
工
記
念
』
頁
数
な
し
。

62　

  『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
六
年
五
月
二
八
日
、
二
九
日
、
六
月
三
日
、
五
日
。

63　

  『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
三
年
一
〇
月
七
日
。

35（　）

戦
前
の
吉
野
川
水
系
祖
谷
川
の
発
電
所
工
事
と
朝
鮮
人
労
働
者
︵
広
瀬
︶

一
〇
七
一



64　
  『

徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
三
年
一
〇
月
二
〇
日
。

65　

  『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
三
年
一
二
月
一
八
日
。

66　

  『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
四
年
五
月
一
八
日
。

67　

  『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
四
年
六
月
二
〇
日
。

68　

  『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
五
年
一
月
一
二
日
。

69　

  

日
本
鉄
道
建
設
業
協
会
『
日
本
鉄
道
請
負
業
史
―
大
正
・
昭
和
（
前
期
）
篇
』（
同
会
、
一
九
七
八
年
）
五
一
五
頁
、
五
二
〇
〜
五
二
一
頁
。
土
讃
線

工
事
の
概
要
は
、
竹
股
一
郎
「
建
設
中
の
土
讃
線
に
就
て
」『
土
木
建
築
工
事
画
報
』
九
巻
六
号
（
一
九
三
三
年
六
月
）
五
三
〜
五
九
頁
、
田
端
瑞
穂

「
土
讃
線
建
設
工
事
概
要
」『
土
木
建
築
工
事
画
報
』
一
二
巻
一
号
（
一
九
三
六
年
一
月
）
五
三
〜
六
〇
頁
、
鉄
道
省
岡
山
工
事
事
務
所
編
『
土
讃
線

建
設
概
要
』（
同
所
、
一
九
三
六
年
）
参
照
。
戦
後
に
国
鉄
は
こ
れ
を
土
讃
線
と
改
称
し
た
。
土
讃
線
の
鉄
道
観
光
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
講
談
社
『
週
刊

鉄
道
の
旅
34
・
中
国
四
国
６
・
土
讃
線
予
土
線
』（
同
社
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
『
日
本
列
島
鉄
道
紀
行
30
・
中
国
四
国
６
・
土
讃
線
』

（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）
参
照
。

70　

  

前
掲
書
『
日
本
鉄
道
請
負
業
史
―
大
正
・
昭
和
（
前
期
）
篇
』
五
二
〇
〜
五
二
一
頁
。

71　

  

国
鉄
直
轄
と
し
た
第
三
工
区
乙
、
第
五
工
区
、
第
六
工
区
の
猪
の
鼻
隧
道
工
事
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
省
岡
山
工
事
事
務
所
編
『
土
讃
北
線
猪
之
鼻
隧

道
工
事
誌
』（
同
所
、
一
九
二
九
年
）
参
照
。
吉
野
川
橋
梁
つ
い
て
は
、
鉄
道
省
岡
山
工
事
事
務
所
編
『
土
讃
北
線
吉
野
川
橋
梁
工
事
誌
』（
同
所
、

一
九
二
九
年
）、
浅
間
逸
雄
・
稲
石
洋
八
郎
「
土
讃
北
線
吉
野
川
橋
梁
の
ケ
ー
ブ
ル
・
エ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
就
て
」『
土
木
学
会
誌
』
二
〇
巻
五
号

36（　）

一
〇
七
二



（
一
九
三
四
年
五
月
）
三
五
七
〜
三
六
七
頁
参
照
。
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
一
八
九
四
年
五
月
、
四
国
新
道（
丸
亀
―
多
度
津
―
琴
平
―
高
知
、松
山
―

久
万
―
高
知
）
が
竣
工
し
た
。
猪
の
鼻
峠
か
ら
戸
川
ま
で
の
工
区
は
、
近
藤
吉
治
郎
が
請
け
負
っ
た
。
大
岩
義
雄
編
『
猪
ノ
鼻
道
路
の
今
昔
』（
黒
川

征
一
、二
〇
二
一
年
）
二
七
〜
五
五
頁
。 

72　

  

佐
野
勇
吉
編
『
創
業
回
顧
』（
同
人
、
一
九
四
〇
年
）、
西
松
建
設
『
西
松
三
好
追
悼
録
―
西
松
三
好
さ
ん
を
偲
ん
で
』（
同
社
、
一
九
七
二
年
）、
創

業
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
西
松
建
設
創
業
百
年
史
』（
同
社
、
一
九
七
八
年
）
参
照
。

73　

  

前
掲
書
『
創
業
回
顧
』
四
頁
。

74　

  

前
掲
書
『
西
松
建
設
創
業
百
年
史
』
四
三
頁
。

75　

  

磯
野
實
編
『
松
浦
伊
平
翁
伝
』（
冨
田
真
造
、
一
九
七
八
年
）、
四
国
新
聞
社
出
版
委
員
会
編
『
香
川
県
大
百
科
事
典
』（
同
社
、
一
九
八
四
年
）

八
六
四
頁
。

76　

  

前
掲
書
津
田
誠
一
『
土
木
人
物
語
』
一
二
七
〜
一
三
四
頁
、
三
井
建
設
社
史
編
纂
室
編
『
三
井
建
設
社
史
』（
同
社
、
一
九
九
三
年
）
一
〜
四
四
頁
。

西
本
組
は
一
九
四
五
年
五
月
に
三
井
建
設
工
業
（
現
在
の
三
井
住
友
建
設
）
へ
合
併
吸
収
さ
れ
た
。

77　

  

沢
翠
峰
・
尾
崎
吸
江
『
良
い
国
良
い
人
―
東
京
に
於
け
る
土
佐
人
』（
青
山
書
院
、
一
九
一
七
年
）
二
〇
五
〜
二
〇
八
頁
、
前
掲
書
津
田
誠
一
『
土
木

人
物
語
』
八
三
〜
九
二
頁
。

78　

  

前
掲
書
『
大
成
建
設
社
史
』
二
八
四
頁
。

79　

  

前
掲
書
『
日
本
鉄
道
請
負
業
史
―
大
正
・
昭
和
（
前
期
）
篇
』
五
二
一
頁
、
五
二
九
〜
五
三
二
頁
。

37（　）

戦
前
の
吉
野
川
水
系
祖
谷
川
の
発
電
所
工
事
と
朝
鮮
人
労
働
者
︵
広
瀬
︶

一
〇
七
三



80　
  

高
崎
哲
郎
『
鶴
高
く
鳴
け
り
―
土
木
界
の
改
革
者
菅
原
恒
覧
』（
鹿
島
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）、
藤
井
肇
男
編
『
土
木
人
物
事
典
』（
ア
テ
ネ
書
房
、

二
〇
〇
四
年
）
一
六
六
〜
一
六
八
頁
。

81　

  

前
掲
書
『
日
本
鉄
道
請
負
業
史
―
大
正
・
昭
和
（
前
期
）
篇
』
五
四
四
〜
五
四
七
頁
、
前
掲
書
『
鳴
門
市
史
』
下
巻
、
六
七
六
〜
六
八
三
頁
。　

82　

  『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
三
年
七
月
六
日
。

83　

  『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
三
年
七
月
二
九
日
。

84　

  『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
三
年
一
〇
月
二
七
日
。

85　

  『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
四
年
三
月
三
一
日
。

86　

  『
徳
島
毎
日
新
聞
』
一
九
三
四
年
八
月
二
日
。

87　

  

前
掲
書
『
池
田
町
史
』
上
巻
、
六
〇
〇
頁
。

88　

  

前
掲
書
『
朝
鮮
人
強
制
連
行
調
査
の
記
録
―
四
国
編
』
八
一
頁
。

89　

  

前
掲
書
『
朝
鮮
人
強
制
連
行
調
査
の
記
録
―
四
国
編
』
八
二
頁
。

38（　）

一
〇
七
四


